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五霞町は、関東平野のほぼ中央に位置し、四
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キ
ラ
リ
☆
五
霞
町

　

〜
快
適
で
居
心
地
の
よ
い
ま
ち
〜

五霞町長

染 谷  森 雄

五
霞
町
は
、
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
、

茨
城
県
の
西
南
端
に
位
置
し
、
都
心

か
ら
約
50
㎞
の
圏
域
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
茨
城
県
で
唯
一
利
根
川
の
右
岸
に

あ
り
、
四
方
を
河
川
で
囲
ま
れ
た
水
と

緑
が
豊
か
な
県
境
の
ま
ち
で
す
。

本
町
で
は
、
第
6
次
総
合
計
画
の
基

本
構
想
に
お
い
て
目
指
す
べ
き
将
来
像

を
「
キ
ラ
リ
☆
五
霞
町
〜
快
適
で
居
心

地
の
よ
い
ま
ち
〜
」
と
定
め
る
と
と
も

に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
、
ラ
イ
フ

デ
ザ
イ
ン
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

3
つ
を
ま
ち
づ
く
り
の
デ
ザ
イ
ン
と
し

て
掲
げ
、
町
と
関
わ
り
の
あ
る
全
て
の

方
々
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
本
町

最
大
の
長
所
で
あ
る
「
絆
」
を
重
視
し

な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
本
町
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り

ま
す
が
、
令
和
4
年
6
月
時
点
で
の
高

齢
化
率
が
35
・
5
％
と
、
県
や
国
よ
り

も
高
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
が
年
々
増

え
て
い
る
こ
と
や
、
医
療
の
高
度
化
に

よ
り
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の

な
か
、
町
で
は
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医

療
費
の
適
正
化
の
た
め
「
五
霞
町
国
民

健
康
保
険
保
健
事
業
総
合
計
画
」
を
策

定
し
、
歯
周
病
予
防
検
診
事
業
に
い
ち

早
く
取
り
組
む
と
と
も
に
、
特
に
、
町

の
課
題
と
し
て
掲
げ
て
い
る
高
血
圧
と

糖
尿
病
の
予
防
に
対
し
、
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防
事
業
な
ど
に
も
積
極

的
に
取
り
組
む
な
ど
、
多
面
的
に
保
健

事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
被
保
険
者
の

健
康
の
保
持
増
進
等
に
努
め
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
の

影
響
に
よ
り
、
特
定
健
診
の
受
診
率
が

低
下
し
、
感
染
症
の
影
響
以
前
の
受
診

率
ま
で
ど
の
よ
う
に
回
復
さ
せ
て
い
く

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

未
受
診
者
対
策
と
特
定
保
健
指
導
に
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
県
と
連
携
し
、
相

互
の
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
両
者
一
体

と
な
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
更

な
る
推
進
に
取
り
組
み
、
地
域
医
療
の

確
保
と
住
民
の
健
康
保
持
や
増
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

巻頭言
foreword
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令
和
4
年
第
2
回
通
常
総
会
が
7

月
27
日
（
水
）、
茨
城
県
市
町
村
会

館
「
大
会
議
室
」
で
開
催
さ
れ
、
令

和
3
年
度
事
業
報
告
の
認
定
な
ど
議

決
事
項
13
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、小
林
理
事
長（
茨

城
町
長
）
よ
り
、
会
員
各
位
、
来
賓

者
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
新

た
な
派
生
型「
B
A
・
5
」に
よ
る「
第

7
波
」
が
急
拡
大
す
る
中
、
現
在
も

感
染
予
防
や
診
療
・
治
療
な
ど
に
従

事
し
地
域
医
療
を
支
え
て
い
る
医
療

従
事
者
の
皆
様
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
等

に
尽
力
し
て
い
る
保
険
者
の
皆
様
に

対
し
感
謝
の
意
を
述
べ
た
あ
と
、
本

会
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
対
応
状
況
に
ふ
れ
、
国
か
ら

の
協
力
依
頼
に
よ
り
、
昨
年
度
か
ら

「
自
市
町
村
以
外
で
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
に
対
す

る
費
用
に
か
か
る
請
求
支
払
業
務
」

を
行
っ
て
い
る
が
、
3
回
目
及
び
4

回
目
接
種
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き

請
求
支
払
業
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

　

ま
た
、「
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
の
感
染
防
止
対
策
支

援
事
業
」
に
つ
い
て
、
国
か
ら
の
協

力
依
頼
が
あ
り
、
県
か
ら
の
委
託
を

受
け
「
申
請
受
付
及
び
支
払
業
務
」

を
行
っ
た
と
報
告
し
た
。「
本
会
と

し
て
は
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
審

査
支
払
機
関
と
し
て
、
引
き
続
き
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
係
る
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
基
幹
業
務
で
あ
る
審
査

支
払
業
務
の
適
正
な
執
行
に
努
め
、

ま
た
保
険
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
、

保
険
者
が
行
う
事
務
の
効
率
化
を
図

る
た
め
の
各
種
共
同
事
業
、 

保
健
事

業
や
医
療
費
適
正
化
事
業
の
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
茨
城
県
保
健
医

療
部
次
長 

砂
押
道
大
氏
か
ら
「
国

保
制
度
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
県

が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
っ
て

5
年
目
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま
で
、
保

険
料
収
納
率
向
上
や
被
保
険
者
に
対

す
る
健
康
づ
く
り
、
疾
病
予
防
事
業

の
強
化
に
取
組
ん
で
き
て
順
調
に
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り
や
疾

病
予
防
は
、
毎
年
増
加
す
る
医
療
費

の
適
正
化
、
国
保
財
政
の
安
定
に
重

要
で
あ
り
、
国
に
お
い
て
は
、
医
療

費
適
正
化
の
取
組
み
に
対
し
て
交
付

金
を
傾
斜
配
分
す
る
保
険
者
努
力
支

援
制
度
を
設
け
て
い
る
。
県
と
し
て

も
国
の
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
糖
尿
病
性
腎
症
の
重
症
化
予
防

や
特
定
健
診
等
の
取
組
み
が
よ
り
効

率
的
・
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
医

療
費
適
正
化
や
県
民
の
健
康
増
進
に

取
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
小
林
理
事
長
が
議
長
を

務
め
議
事
に
入
っ
た
。
報
告
事
項
で

は
、
各
会
計
歳
入
歳
出
予
算
補
正
の

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

続
い
て
、
議
決
事
項
と
し
て
事
業

報
告
、
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
財

産
目
録
の
認
定
な
ど
13
件
を
上
程

し
、
慎
重
な
る
審
議
の
結
果
、
全
て

の
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
可
決
さ

れ
た
。

小林理事長
（茨城町長）

監査報告書を
読み上げる内藤部長
(牛久市保健福祉部）

砂押県保健医療部
次長

令和 4年第 2回通常総会

令
和
3
年
度
事
業
報
告
等
原
案
通
り
可
決

催開
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提 案 総 括 表

公 告

報告事項
　〔専決事項：令和4年第2回理事会（書面審議）：令和4年3月24日可決〕
報告第 9号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
報告第10号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算補正について
報告第11号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出予算補

正について
報告第12号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳出予算

補正について
報告第13号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算補正につ

いて
報告第14号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出予算補正について
報告第15号  令和4年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出予算補正について
報告第16号  令和4年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出予算補正につ

いて
報告第17号  令和4年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出予算補

正について

議決事項
議案第17号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会事業報告の認定について
議案第18号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会一般会計歳入歳出決算の認定について
議案第19号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出決算の認定につい

て
議案第20号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会後期高齢者医療事業関係業務特別会計歳入歳出決算の

認定について
議案第21号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計歳入歳出

決算の認定について
議案第22号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会妊婦・乳児健康診査委託料審査支払事業特別会計歳入

歳出決算の認定について
議案第23号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会介護保険事業関係業務特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて
議案第24号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会障害者総合支援法関係業務等特別会計歳入歳出決算の

認定について
議案第25号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会第三者行為損害賠償求償事務処理業務特別会計歳入歳

出決算の認定について
議案第26号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会職員退職手当特別会計歳入歳出決算の認定について
議案第27号  令和3年度茨城県国民健康保険団体連合会財産目録の認定について
議案第28号  令和4年度茨城県国民健康保険団体連合会診療報酬審査支払特別会計歳入歳出予算補正について
議案第29号  次期国保総合システム更改に対する国への財政支援を求める決議について

　国民健康保険法施行令第26条において準用する同令24条の規定により、令和3年度茨城県国民健康保険
団体連合会事業報告及び各会計歳入歳出決算並びに財産目録を公告する。
　令和4年 7月27日

茨城県国民健康保険団体連合会　
理事長　小　林　宣　夫　　　
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令
和
3
年
度
茨
城
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
事
業
報
告

　

令
和
3
年
度
は
、
事
業
計
画
に
基
づ
き

実
施
す
る
事
業
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
対
応
と
し
て
、
国

か
ら
の
協
力
要
請
に
よ
り
住
所
地
外
の
医

療
機
関
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
請
求
支
払
業
務

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
介
護
・
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
感
染
防
止
対
策

支
援
事
業
を
都
道
府
県
が
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
当
該
事

業
に
係
る
支
払
等
の
業
務
を
実
施
し
た
。

主
な
取
組
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１ 

．
審
査
支
払
業
務
の
効
率
化
・
高
度
化

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

の
整
備
等

⑴ 　

国
保
審
査
業
務
充
実
高
度
化
計
画

の
実
現
に
向
け
、
審
査
基
準
の
統
一

や
審
査
委
員
会
の
取
り
決
め
事
項
等

に
つ
い
て
意
見
の
集
約
を
図
っ
た
。

⑵ 　

レ
セ
プ
ト
審
査
支
援
シ
ス
テ
ム
に

お
け
る
シ
ス
テ
ム
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の

拡
充
に
つ
い
て
、
全
国
統
一
基
準
の

取
扱
状
況
を
反
映
し
た
適
切
な
項
目

の
設
定
及
び
随
時
見
直
し
を
行
い
、

適
正
な
審
査
と
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
た
。

⑶ 　

令
和
3
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
振
替
分
割
サ
ー

ビ
ス
や
医
療
費
情
報
連
携
等
に
つ
い

て
、
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
準
備
を

進
め
た
。

2
．
保
険
者
支
援
の
拡
充

⑴ 　

第
三
者
行
為
損
害
賠
償
求
償
事
務

に
つ
い
て
、
新
た
に
賠
償
責
任
保
険

に
未
加
入
及
び
賠
償
責
任
保
険
対
象

外
の
加
害
者
等
に
対
す
る
損
害
賠
償

額
の
求
償
事
務
を
受
託
し
た
。

⑵ 　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
実
施
を
行
う
た
め
、「
高

齢
者
の
特
性
を
踏
ま
え
た
保
健
事

業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
2
版
」
に
基
づ

き
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
普
及
、
保
険

者
等
の
取
組
事
例
の
収
集
及
び
横
展

開
（
W
e
b
研
修
等
）、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ

ス
テ
ム
利
活
用
の
た
め
の
実
機
を
用

い
た
研
修
会
の
開
催
等
を
行
う
と
と

も
に
、
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員

会
と
連
携
し
た
支
援
を
行
っ
た
。

⑶ 　

特
定
健
診
受
診
率
向
上
支
援
と

し
て
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
情
報

提
供
事
業
の
登
録
件
数
増
加
の
取
組

み
（
対
象
者
情
報
の
提
供
）
を
行
い
、

ま
た
、
モ
デ
ル
市
町
村
を
選
定
し
、

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
受
診
勧
奨
を
行
っ
た
。

⑷ 　

国
保
制
度
Ｐ
Ｒ
映
像
を
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
「Y

ouT
ube

」
の
動
画
再

生
画
面
内
に
表
示
さ
れ
る
広
告
（
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ム
広
告
）
と
し
て
放
映

し
、
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

3
．
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
推
進
等

 　

本
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
は
じ

め
と
す
る
全
て
の
情
報
資
産
を
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
上
の
脅
威
か
ら
保
護
す
る

た
め
、
令
和
2
年
度
に
取
得
し
た
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
（
I
S
M
S
）
に
基
づ
き
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
し
た
。

4
．
会
務
運
営
の
健
全
化
等

⑴ 　

総
会
及
び
理
事
会
の
議
事
録
を
は

じ
め
、
財
務
諸
表
の
公
開
を
行
う
な

ど
、
引
き
続
き
会
務
運
営
の
透
明
化

を
図
っ
た
。

⑵ 　

会
計
処
理
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

監
事
に
よ
る
監
査
、
公
認
会
計
士
に

よ
る
外
部
監
査
及
び
財
務
監
察
担
当

に
よ
る
抜
き
打
ち
検
査
等
に
よ
り
適

正
化
を
図
っ
た
。

⑶ 　

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
物

件
費
等
内
部
経
費
の
縮
減
等
に
努
め

る
と
と
も
に
、
実
費
弁
償
の
考
え
方

に
基
づ
い
た
適
正
な
手
数
料
の
設
定

等
を
行
っ
た
。

⑷ 　

職
員
研
修
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

専
門
性
の
高
い
職
員
の
育
成
等
に
努

め
る
と
と
も
に
、
業
務
処
理
の
効
率

化
な
ど
に
よ
り
、
働
き
方
改
革
を
進

め
た
。

5 
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
対
応

⑴ 　

国
か
ら
の
協
力
要
請
に
よ
り
、
住

所
地
外
の
医
療
機
関
等
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

費
用
の
請
求
支
払
業
務
（
1
・
2
回

目
接
種
及
び
3
回
目
追
加
接
種
）
を

実
施
し
た
。

⑵ 　

国
か
ら
の
協
力
要
請
に
よ
り
、
介

護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

の
感
染
防
止
対
策
支
援
事
業
を
都
道

府
県
が
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
県
か

ら
の
委
託
を
受
け
、
当
該
事
業
に
係

る
申
請
受
付
及
び
支
払
等
の
業
務
を

実
施
し
た
。

６
．
診
療
報
酬
等
審
査
支
払
の
状
況

区　　分 件　　数 支払額（円）
対前年度比

件数（％） 支払額（％）
国保診療報酬支出金 10,145,834 185,787,805,906 2.27 3.41
後期高齢者医療診療報酬支出金 11,188,001 325,719,067,955 2.77 3.33
公費負担医療費支出金（国保＋後期） (783,734) 4,083,876,057 36.96 25.28
医療福祉費支出金 (1,751,342) 7,469,504,138 4.23 0.73
出産育児一時金支出金 1,924 785,970,753 △ 0.36 △ 1.22
風しん抗体検査等費用支出金 27,777 176,434,017 △ 41.72 △ 38.18
新型コロナウイルスワクチン接種費用支出金 1,002,119 2,337,991,293 ― ―
妊婦・乳児健康診査費支出金 267,131 1,832,036,460 △ 1.71 △ 1.63
介護給付費等（公費含む）支出金 3,293,135 224,812,525,541 3.41 1.58
障害介護給付費等支出金 510,415 65,865,719,035 8.71 8.74

合　　計 26,436,336 818,870,931,155 6.67 3.60
※公費負担医療費及び医療福祉費の件数は国保診療報酬及び後期高齢者医療診療報酬の再掲



5 茨城の国保 543

令和 3年度会計別決算概要について
○歳入歳出決算状況について （単位：円）

会計別
令和 3年度 令和 2年度 収支差引額の

前年度との比較
（A）－（B）予算現額 収入済額 支出済額 収支差引額（A）収支差引額（B）

一般会計 647,315,000 560,490,822 481,483,688 79,007,134 71,119,085 7,888,049

診療報酬審査支払特別会計 2,005,024,000 1,896,925,074 1,736,413,269 160,511,805 152,938,141 7,573,664

後期高齢者医療事業関係業務特別
会計 1,261,588,000 1,231,194,127 1,066,210,326 164,983,801 135,995,463 28,988,338

特定健康診査・特定保健指導等事
業特別会計 1,819,612,000 1,562,882,096 1,520,430,298 42,451,798 42,938,603 △ 486,805

妊婦･乳児健康診査委託料審査支払
事業特別会計 2,089,629,000 1,863,926,520 1,855,443,684 8,482,836 7,625,821 857,015

介護保険事業関係業務特別会計 261,481,000 255,785,055 222,566,594 33,218,461 23,274,498 9,943,963

障害者総合支援法関係業務等特別
会計 114,442,000 128,732,546 82,391,214 46,341,332 40,512,609 5,828,723

第三者行為損害賠償求償事務処理
業務特別会計 950,506,000 712,413,217 712,413,217 0 0 0

職員退職手当特別会計 157,882,000 157,482,829 157,482,829 0 0 0

一般会計・特別会計（業務勘定）計 9,307,479,000 8,369,832,286 7,834,835,119 534,997,167 474,404,220 60,592,947

会計別
令和 3年度 令和 2年度 収支差引額の

前年度との比較
（A）－（B）予算現額 収入済額 支出済額 収支差引額（A）収支差引額（B）

審査支払特別会計（国保分） 189,450,904,000 185,792,748,933 185,792,748,933 0 51,556 △ 51,556

審査支払特別会計
（公費負担医療分） 3,573,181,000 3,261,590,078 3,260,254,945 ※　  1,335,133 4,404,688 △ 3,069,555

審査支払特別会計（医療福祉分） 8,027,129,000 7,471,504,143 7,471,504,143 0 0 0

審査支払特別会計
（出産育児一時金等分） 900,006,000 785,970,753 785,970,753 0 0 0

審査支払特別会計
（健康保険診療報酬分） 9,000 0 0 0 0 0

審査支払特別会計
（抗体検査等費用分） 4,233,919,000 2,514,525,310 2,514,525,310 0 0 0

後期高齢者医療事業関係業務特別
会計（後期高齢者医療分） 343,197,144,000 325,686,701,793 325,686,701,793 0 117,531 △ 117,531

後期高齢者医療事業関係業務特別
会計（公費負担医療分） 929,240,000 832,025,894 832,025,894 0 0 0

後期高齢者医療事業関係業務特別
会計（歯科健康診査分） 44,006,000 37,351,600 37,351,600 0 - -

介護保険事業関係業務特別会計
（介護給付費等分） 239,829,793,000 222,054,726,845 222,054,726,845 0 0 0

介護保険事業関係業務特別会計
（公費負担医療等分） 2,975,913,000 2,760,798,696 2,760,798,696 0 0 0

障害者総合支援法関係業務特別会
計（障害介護給付費分） 59,200,433,000 53,970,006,501 53,970,006,501 0 0 0

障害者総合支援法関係業務特別会
計（障害児給付費分） 12,775,906,000 11,899,712,534 11,899,712,534 0 0 0

特別会計（支払勘定）計 865,137,583,000 817,067,663,080 817,066,327,947 1,335,133 4,573,775 △ 3,238,642

合　　　計 874,445,062,000 825,437,495,366 824,901,163,066 536,332,300 478,977,995 57,354,305

※　指定公費過受領分：令和 4年度国庫に返還



6茨城の国保 543

阿見町公式マスコット
キャラクター
あみっぺ

町公式マスコットキャラクターとして、平成
30年にデザインを公募し、町民投票により
「あみっぺ」が誕生しました。冒険好きでメロ
ンパン大好きな男の子、飛行船ウォーターメ
ロン号で飛び回り、阿見町のPRと地域活性
化のために色々な場面で活躍しています。

大正時代に霞ヶ浦海軍航空隊が開かれて以降、長く海軍の町としての歴史を歩んで
きた阿見町は、茨城県の南部に位置し、「霞ヶ浦」に面した水と緑の豊かな町です。
現在の人口は約 49,000 人で、関東ではトップクラスで人口の多い町となっており

ます。
また、首都 60km圏内、成田空港まで 30kmという好位置にあり、圏央道のインター
チェンジが 2箇所あるなど交通アクセスにも恵まれ、県内外から多くの人が訪れ賑わ
いを見せています。

　保険者紀行

阿見町

茨城大学前の桜並木

『
人
と
自
然
が
織
り
な
す
，
輝
く
ま
ち
』

│
阿
見
町
│
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あみプレミアム・アウトレット
圏央道の阿見東インターチェンジに直結し、アメリカ西海岸をイ
メージした緑豊かな環境に建つ、国内外の著名ブランド約160店
舗が軒を連ねるアウトレットセンターです。
ショッピングエリアは、レディスはもちろんメンズやキッズのア
イテム、雑貨まで、いつでもお値打ち価格で手に入ります。飲食
エリアでは、地元で人気の寿司屋から本格的なインドカレーまで、
和洋中様々なレストランが揃っています。また、フードコートの
一角には、阿見町のコミュニケーションセンターがあり、阿見町
や周辺の観光情報を入手することができます。

国保の加入状況等
平成30年度 令和元年度 令和2年度

総世帯数（世帯） 20,119 20,434 20,719
総人口（人） 47,453 47,592 47,687

国保被
保険者

加入世帯数（世帯） 7,022 6,849 6,823
被保険者数（人） 11,540 11,109 10,913
被保険者加入率（％） 24.3 23.3 22.9

保険料（税）
収納状況

1人当たりの調定額（円） 92,619 92,367 92,964
収納率（％）（現年分） 92.39 92.11 92.27

1人当たりの療養諸費費用額（円） 321,774 331,502 337,352

医療費適正化
対策の状況

1人当たりの財政効果額（円） 1,644 2,085 1,949
財政効果率（％） 0.61 2.45 2.27

保健事業費の
状況

1人当たりの保健事業費（円） 2,465 2,541 2,050
保険料（税）に占める割合（％） 2.88 2.99 2.39

特定健診・
特定保健指導
の状況

特定健診受診率（％） 36.1 35.1 23.6
特定保健指導実施率（％） 14.7 21.8 14.1

92,000

92,100

92,200

92,300

92,400

92,500

92,600

92,700

92,800

92,900

93,000

93,100

平成30年度 令和元年度 令和2年度

（円） （％）1人当たりの調定額（円） 収納率（%）（現年分）

91.95

91.00

92.05

92.10

92.15

92.20

92.25

92.30

92.35

92.40

92.45

92,619

92.39

92,367 92,964

92.11

92.27

※総人口・総世帯数：住民基本台帳より入力 
　総人口・総世帯数以外：国民健康保険事業年報より入力（年間平均）
　特定健診・特定保健指導の状況：特定健診等データ管理システムからの情報を入力

保険者の概況

国保税収納状況〔現年分〕

雪印メグミルク阿見工場
平成27年6月に一般見学が開始されたばかりの阿見工場は、プロ
セスチーズやマーガリンを製造する乳製品工場で、約200種類の
商品を製造しています。
また、阿見総合物流センターを併設しており、同社最大の工場と
なっています。
工場見学では、大スクリーンによる工場概要・製造工程の説明の
あと、見学コースから実際の製造工程を見学いただき、最後はお
待ちかねのチーズの試食が用意されています。 
完全予約制で見学時間はおよそ90分、午前10時と午後2時から
で、チーズやマーガリンについて楽しく学んでいただける内容です。
⇒電話番号（予約受付029-829-5236）「要事前予約」
※現在コロナウイルス感染症の影響により休止中（R4年6月時点）。
　詳しくは、雪印メグミルクHPにてご確認ください。

予科練平和記念館
予科練とは、「海軍飛行予科練習生」及びその制度の略称で、昭
和14年、当時東洋一と言われた規模を誇る霞ヶ浦飛行場があっ
た阿見町に、神奈川県横須賀から移転されました。全国から選抜
された少年が航空機搭乗員の訓練を受け、全国19箇所の予科練
教育の中心的な役割を担いました。
この予科練の歴史を伝承し、命の尊さや平和の大切さを考えても
らおうと「予科練平和記念館」が平成22年に開館し、予科練の
貴重な記録に加え、予科練生の訓練や生活の様子を知ることがで
きる施設となっています。
また、平成27年10月からは開館5周年記念事業で製作された「零
戦」の実物大模型が展示され人気を博しています。

歴史・体験・ショッピング
魅力的なスポットがいっぱい
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納
期
限
を
広
報
紙
や
町
の
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
等
で
周
知

阿
見
町
は
、
令
和
2
年
10
月
か
ら
、

4
税
4
料
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

（P
ayP
ay

、L
IN
E
P
ay

、P
ayB

）
収
納

の
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度
は
、
1
0
2
件
で
し
た
が
、

広
報
紙
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
す
る
な
ど

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
も
進
み
、
令
和

3
年
度
は
8
1
7
件
と
大
幅
に
件
数
が
増

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
推
進
の
た
め
の
Ｐ

Ｒ
用
チ
ラ
シ
や
納
付
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
、
窓
口
で
配
布
す
る
ほ
か
、
町
広
報
紙

に
納
期
限
一
覧
表
の
掲
載
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
納
付
方
法
の
案
内
や
Ｑ
＆
A
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
あ
み
メ
ー
ル
」
で
毎
月
の
納
期
限
案
内

を
行
う
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

保
険
証
切
換
え
時
に
来
庁
要
請
文
書
送
付

8
月
の
保
険
証
切
替
時
点
に
お
い
て
、

未
納
が
あ
る
人
と
短
期
被
保
険
者
証
で
一

定
期
間
納
付
が
な
く
、
11
月
に
資
格
証
明

書
に
切
り
替
わ
る
人
に
つ
い
て
は
、
保
険

証
更
新
が
で
き
な
く
な
る
の
で
来
庁
納
税

相
談
を
促
す
文
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

8
月
、
10
月
、
1
月
、
4
月
に
見
直
し

を
行
い
、
7
月
に
は
2
日
間
相
談
日
を
設

け
、
働
い
て
い
る
人
も
相
談
し
や
す
い
よ

う
に
、
夜
7
時
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
収
納
課
に
て
納
税
相
談
を
実
施

し
、
一
括
納
付
で
き
な
い
場
合
は
分
納
等

に
よ
る
納
付
計
画
を
立
て
納
付
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

「
差
押
予
告
書
」
送
付
で
早
期
完
納
を
促
す

収
納
対
策
は
、
収
納
課
が
行
っ
て
お
り
、

年
2
回
（
7
月
・
12
月
）
の
一
斉
文
書
催

告
の
ほ
か
、
現
年
度
分
滞
納
者
に
対
し
て

は
年
度
末
に
も
一
斉
文
書
催
告
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
郵
便
振
替
を
同
封
し
、
県
外

に
転
出
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
累
積
者
に
対
し
て
は
、
随

時
「
差
押
予
告
書
」
を
送
付
し
早
期
の
完

納
を
促
し
て
い
ま
す
。
納
付
に
応
じ
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
預
金
、
給
与
、
年

金
、
不
動
産
そ
の
他
の
財
産
差
押
を
実
施

し
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度

は
全
税
で
3
2
6
件
の
差
押
を
実
施
し
ま

し
た
。

徴
収
困
難
な
事
案
に
つ
い
て
は
、
茨
城

租
税
債
権
管
理
機
構
へ
移
管
し
て
お
り
、

令
和
3
年
度
の
総
移
管
件
数
は
16
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

適
正
受
診
等
を
呼
び
か
け

「
多
剤
・
重
複
服
薬
」
や
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
」
の
適
正
服
薬
、「
柔

道
整
復
師
の
正
し
い
か
か
り
方
」
な
ど

の
適
正
受
診
に
つ
い
て
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
適
正
受
診
等
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

柔
道
整
復
師
の
受
診
日
数
が
多
い
場
合

は
、
施
術
所

に
確
認
を
す

る
な
ど
し
て

医
療
費
適
正

化
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

特
定
健
診
通
知
は

2
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
作
成

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
完

全
予
約
制
で
、
対
象
者
全
員
に
案
内
を

送
付
し
、
本
人
の
希
望
日
時
を
基
に
年
度

当
初
に
計
画
を
立
て
実
施
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
人
数
を
制
限
し
、
間
隔
を
開
け
、

消
毒
を
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
毎
年
受
診
し
て
い
た
方

の
受
診
控
え
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日

曜
日
に
受
診
日
を
設
け
た
り
、「
医
療
機

関
健
診
」
が
で
き
る
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
受
診
案
内
通
知
に
つ
い
て
も

研
修
会
で
の
講
話
を
参
考
に
、
2
つ
の
パ

タ
ー
ン
に
分
け
て
作
成
し
、
受
診
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。

令
和
3
年
度
か
ら
希
望
す
る
教
室
参

加
者
に
対
し
て
血
液
検
査
を
実
施

特
定
健
診
の
当
日
に
、
血
圧
や
体
重
の

結
果
で
指
導
が
必
要
な
方
に
は
、
健
診
の

途
中
で
ブ
ー
ス
に
寄
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
案
内
を
し
て
い
ま
す
。 

ブ
ー
ス
に
寄
っ

て
い
た
だ
け
た
方
に
は
、
ご
自
身
が
で
き

る
こ
と
を
確
認
、
見
直
し
を
し
な
が
ら
健

康
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
簡
単
な
目

標
を
立
て
て
、
意
識
改
革
が
出
来
た
方
に

は
、
簡
単
な
景
品
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
3
年
度
か
ら
健
康
教
室
の

参
加
者
の
う

ち
、
希
望
す

る
方
に
対
し

て
血
液
検
査

を
実
施
し
、

教
室
に
参
加

し
た
こ
と
に

よ
る
成
果
を

ご
自
身
で
確

認
出
来
る
よ

う
に
し
ま
し

た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

収
納
件
数
大
幅
ア
ッ
プ
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国保
国保税
納めて安心
わが家の健康

医療費の適正化にご協力を！

柔道整復師（整骨院・接骨院）
の正しいかかり方

柔道整復師（整骨院・接骨院）の施術を受けるときは、国民健康保険が「適用される場合」と「適用さ
れない場合」があります。柔道整復師へのかかり方を正しくご理解していただいたうえで、適正な施術
を受けていただきますようお願いします。
※病院などの保険医療機関での「治療」と区別するため、柔道整復師では「施術」の表現が用いられています

■国民健康保険が適用される場合（保険証が使えます）
▼外傷性の骨折・脱臼・打撲および捻挫に対する施術
※骨折および脱臼については、応急手当をする場合を除き、あらかじめ医師の同意を得ることが必要です

■国民健康保険が適用されない場合（保険証が使えません）
次のような施術は保険の対象とならないため、施術費用全額が自己負担となります。
▼日常生活による疲労・肩こり・腰痛など　　　　　▼スポーツによる筋肉疲労
▼脳疾患後遺症などの慢性病　　　　　　　　　　▼症状の改善がみられない長期の施術
▼マッサージ代わりの利用　　　　　　　　　　　▼病院や診療所などで同じ負傷等を治療中のもの
▼労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷

施術を受けるときの注意

■負傷の原因を正確に伝えましょう
外傷性の負傷でない場合や労災保険が適用される負傷の場合、国民健康保険は使えません。負傷の
原因を正確に伝え、保険証が使えるかどうかをご確認ください。また、交通事故などによる第三者行
為に該当する場合は、国保年金課に届出が必要です。

■療養費支給申請書の内容をよく確認して署名または捺印をしましょう
多くの整骨院などでは、柔道整復師が患者本人に代わり保険者に請求を行う 

「受領委任払い」の方法をとっています。施術を受けたときは、療養費支給申請書の
受取代理人欄（住所・氏名・委任年月日）に、原則患者の自筆による記入が必要です。
署名または捺印をする際は「負傷原因・負傷名・日数・金額」をよく確認をしてください。

■領収証は必ず受け取りましょう
領収証は無料で発行することが義務付けられています。医療費控除を受ける際にも必要になります
ので、大切に保管してください。

施術内容についてお尋ねすることがあります

施術日や施術内容などについて照会させていただく場合があります。柔道整復師にかかったときは、
負傷部位・施術内容・施術年月日の記録・領収書などを保管し、照会がありましたら、ご自身で回答でき
るようにご協力をお願いします。

みんなでささえ愛…国保
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阿
見
町　

健
康
づ
く
り
課

町
で
は
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
21
（
第
3

次
）
計
画
に
よ
り
、
健
康
長
寿
の
町　

阿

見
町
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
現
の

た
め
に
、
誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
す

ぐ
に
取
り
組
め
る
健
康
づ
く
り
の
5
項
目

を
作
成
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

茨
城
県
の
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
事
業

補
助
金
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し

て
役
場
や
公
民
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
た
り
、
健
診
会
場
で
も
活
用
し
て

い
ま
す
。

保
健
師
が

地
区
に
出

向
い
て
行

う
普
及
啓

発
活
動
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
た
め
に
し
ば
ら
く
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
再
び
力
を
入
れ

て
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
！
」
を
目
指
し
て

「
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
満
足
い

た
だ
け
る
母
子
保
健
事
業
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
団

で
の
教
室
開
催
が
難
し
い
時
に
は
、
予
約

制
の
個
別
相
談
に
変
更
し
て
実
施
し
ま
し

た
。「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
」
は
大
変
人

気
で
定
員
を
超
え
る
ほ
ど
の
申
込
が
あ

り
、
別
日
程
を
設
け
追
加
開
催
し
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
の
参
加
も
多
く
、
お
風
呂
の

入
れ
方
な
ど
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
。
体

験
す
る
こ
と
で
気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
が

わ
か
っ
た
。」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を

鑑
み
て
、
教
室
と
い
う
形
で
は
な
く
動
画

配
信
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
多
い
で
す

が
、
阿
見
町
で
は
、
調
理
実
習
や
離
乳
食

の
試
食
な
ど
も
再
開
予
定
で
す
。「
見
て
、

触
っ
て
、
食
べ
て
」
実
際
に
お
母
さ
ん
た

ち
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
よ
り
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
教
室
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
染
症
に
負
け
な
い
健
康
づ
く
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

続
く
中
、
町
民
か
ら
「
感
染
症
に
か
か

ら
な
い
健
康
的
な
体
づ
く
り
に
つ
い
て
知

り
た
い
」
と
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、
免
疫

力
維
持
の
た
め
の
食
生
活
や
家
で
で
き
る

運
動
、
休
息
の
取
り
方
に
つ
い
て
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
公
共
施
設
や
ス
ー

パ
ー
に
設
置
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
。
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い

る
時
期
に
は
、
保
健
師
が
地
域
に
出
向

き
、
健
康

教
育
を
実

施
し
た
と

こ
ろ
、
町

民
か
ら

は
「
周
囲

の
人
に
も

知
ら
せ
た

い
」「
も
っ

と
話
を
聞

き
た
い
」

と
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。

町
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
普
及

阿
見
町
で
は
現
在
27
名
の
運
動
普
及
推

進
員
が
地
域
の
健
康
づ
く
り
、
運
動
の
普

及
推
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
地
域
で
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ
活
動
を
再

開
し
始
め
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て

は
、
行
政
区
ご
と
で
実
施
し
て
い
る
介
護

予
防
教
室
や

地
区
活
動
で

の
運
動
指
導

で
す
。ま
た
、

年
に
数
回
、

研
修
会
を
開

催
し
、
会
員

の
知
識
・
技

術
を
磨
い
て

い
ま
す
。
令

和
3
年
度

か
ら
は
町
民

を
対
象
に
し

た
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
定
期
的
に
開
催

し
、
町
内
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
普

及
に
努
め
て
い
ま
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や
健
診
時
に

試
食
提
供
で
減
塩
の
普
及
啓
発

阿
見
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、

昭
和
38
年
に
設
立
さ
れ
、
15
名
で
活
動
が

始
ま
り
、
そ
の
後
会
員
数
も
増
え
、
活
動

も
活
発
に
な
り
、
平
成
6
年
に
は
「
厚
生

大
臣
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
で

設
立
59
年
を
迎
え
、
現
在
63
名
の
会
員
が

生
活
習
慣
病
予
防
の
食
生
活
の
普
及
を
中

心
に
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
い
範
囲

に
お
い
て
食
生
活
改
善
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
は
、
定
期
的
に
研
修
を
重
ね
、

研
修
で
学
ん
だ
知
識
を
各
地
区
で
伝
達
し

た
り
、
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
や
健
診
時
に
試

食
を
提
供
す
る
活
動
を
通
し
て
町
民
の
皆

さ
ん
に
、
減
塩
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

な
ど
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
普
及
啓
発

を
図
っ
て
い
ま
す
。

す
ぐ
に
取
り
組
め
る

健
康
づ
く
り
の
５
項
目

「
健
康
あ
み
5
つ
の
あ
い
こ
と
ば
」 

わ
た
し
が
、
家
族
が
、
地
域
が
取
り

組
む
健
康
づ
く
り

阿見町健康づくり課のみなさま



阿見町＜＜保険者紀行

10茨城の国保 543

スタート／ゴール
舟島ふれあいセンター

島津小公園
霞ヶ浦

舟島簡易郵便局

八坂神社

125

舟島小

交通量が多い
横断注意！

かつら並木
長泰寺

水彩の池

か
さ
さ
ぎ
橋

湖南公園
コンビニ125

国道125号バイパス

～常陸秋そばの紹介～
阿見町では、2013年から耕作放棄地解消の取組みとして、地元生産者と茨城大学農学部の協力により「美味しい蕎麦プ

ロジェクト」に取り組んできました。現在「常陸秋そば」の栽培面積は70haを超え、県南地域でも有数の「常陸秋そば」
の産地となっております。また、平成29年度には「全国そば優良生産表彰」や「茨城県そば共進会優良賞」を受賞するなど、
品質の高いそばの産地として認められるようになってきました。
例年、年末から年明けにかけて、町内の蕎麦屋に加え、パンや惣菜、和食等の飲食店の協力により「阿見町常陸秋そば

フェア」を実施しております。フェア期間中は、各店舗において工夫を凝らしたオリジナルメニューを楽しめます。

 

阿 見 町 の 特 産 品

収穫間近の蕎麦団地
（阿見町若栗）

阿見町常陸秋そばフェア
2021のチラシ

阿見町産常陸秋そばを使用した
本格そば焼酎「桜蕎」
1,600円（税込）

「南平台霞ヶ浦コース」
　今回は町のコミュニティーセンター
「舟島ふれあいセンター」をスタート
して、閑静な住宅街を抜けて、田園風
景をながめながら、霞ヶ浦湖岸までの
んびりと散策するコースをご紹介しま
す。

【コースのご案内】
メインコース
距　　 離 約4km（歩数約6,000歩）

サブコース
距　　 離 約3km（歩数約4,500歩）

アクセス 阿見町南平台1-31-6

遊歩道を通って
公園のまわりを
のんびり歩くのも
おすすめです

田園風景を
ぬけて霞ヶ浦まで

足を運んで
みては
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★
有
酸
素
運
動
っ
て
ど
ん
な
運
動
？

　

有
酸
素
運
動
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
文
字
通
り
、

「
し
っ
か
り
呼
吸
し
な
が
ら
、
空
気
中
の
酸
素
を
十
分

血
液
中
に
取
り
込
み
、
脂
肪
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

燃
焼
さ
せ
て
、
や
や
楽
だ
と
感
じ
る
程
度
の
強
度
で
10

分
以
上
続
け
て
、
全
身
を
動
か
す
運
動
（
身
体
活
動
）」

で
す
。

　
つ
ま
り
、一
般
的
に
は
、「
歩
く
」か「
自
転
車
に
乗
る
」

か
、
の
ど
ち
ら
か
が
、
手
間
も
か
か
ら
ず
簡
単
に
、
そ

の
気
に
な
れ
ば
す
ぐ
で
き
る
実
践
方
法
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
出
来
る
人
な
ら
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と
か
、
○
○
ダ
ン
ス

と
か
、
水
泳
な
ど
も
勿
論
良
い
で
す
し
、
そ
れ
以
外
で

も
、
や
や
楽
程
度
の
強
度
で
10
分
以
上
続
け
て
全
身
を

動
か
す
よ
う
な
趣
味
や
何
ら
か
の
習
慣
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
も
有
酸
素
運
動
と
し
て
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

★
歩
く
こ
と
は
生
活
そ
の
も
の
。
で
す
が
？

　
有
酸
素
運
動
の
方
法
は
色
々
あ
る
に
せ
よ
、
歩
く
こ

と
は
、
生
活
そ
の
も
の
で
あ
り
、
誰
も
が
1
日
数
千
回

は
行
っ
て
い
る
運
動
（
身
体
活
動
）
の
基
本
で
す
の
で
、

最
も
重
要
だ
と
も
言
え
ま
す
。

　

有
酸
素
運
動
の
代
表
、
基
本
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
は
、
そ
の
健
康
増
進
効
果
、
介
護
予
防
効
果
が
明

確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
の
も
と
に
推
奨
、
啓
蒙
さ
れ
、
1
日

8
0
0
0
〜
1
0
0
0
0
歩
を
目
標
に
歩
く
こ
と
を

習
慣
に
し
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
残
念
な

こ
と
に
、
町
中
や
公
園
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る

人
を
見
か
け
る
と
、
良
い
姿
勢
、
良
い
歩
き
方
、
良
い

フ
ォ
ー
ム
で
歩
い
て
い
る
人
は
極
め
て
稀
だ
と
感
じ
ま

す
。
多
く
の
人
は
、
歩
く
こ
と
を
単
な
る
移
動
手
段
と

し
て
無
意
識
的
に
行
っ
て
い
て
、
自
身
の
歩
き
方
、
質

な
ど
に
関
し
て
は
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
程
無
頓
着
な

の
で
は
な
い
か
と
さ
え
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、「
歩
き
の
質
」を
高
め
て
頂
く
べ
く
、

ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
け

れ
ば
参
考
に
し
て
頂
き
、
ご
自
身
の
歩
き
を
、
よ
り
楽

に
、
美
し
く
、
機
能
的
、
効
果
的
な
も
の
に
し
て
頂
け

ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

★
「
歩
き
」
の
「
質
」
を
高
め
る
方
法

■
多
く
の
人
に
見
ら
れ
る
歩
き
の
改
善
点

① 

姿
勢
が
良
い
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
が
原
因
で

フ
ォ
ー
ム
に
偏
り
が
出
来
、
足
腰
に
無
理
や
、

余
計
な
負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

② 

重
心
が
下
が
っ
て
い
て
、
腰
に
圧
力
が
か
か
り

回
ら
ず
、
股
関
節
の
位
置
も
下
が
っ
て
い
る
の

で
、
歩
幅
も
狭
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

③ 

体
が
固
ま
っ
て
い
て
、
最
小
限
の
手
足
の
動
き

だ
け
で
歩
い
て
い
る
感
じ
で
、
体
幹
、
全
身
が

歩
き
に
連
動
せ
ず
、
使
え
て
い
な
い
。

 

⬅

★
お
勧
め
し
た
い
歩
き
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 
全
身
を
連
動
さ
せ
て
し
な
や
か
に
歩
く
為
に
、

最
初
や
気
が
付
い
た
時
に
全
身
の
上
下
の
揺
ら

し
を
1
〜
2
分
行
い
、
ゆ
る
ん
だ
体
で
歩
く
。

② 

高
重
心
を
作
る
た
め
に
、
最
初
に
両
手
を
上
に

上
げ
て
、
約
5
％
上
が
っ
た
重
心
を
そ
の
ま
ま

に
維
持
し
、
手
を
下
ろ
し
て
か
ら
歩
く
。
…
骨

盤
へ
の
圧
力
が
軽
減
し
腰
が
回
り
や
す
く
な
り
、

股
関
節
の
位
置
が
高
ま
る
こ
と
で
歩
幅
も
広
が

り
、
姿
勢
も
当
然
良
く
な
り
ま
す
し
、
何
よ
り

楽
に
歩
け
ま
す
。

③ 

鳩
尾
か
ら
下
の
大
腰
筋
か
ら
が
脚
だ
と
イ
メ
ー

ジ
し
て
歩
く
。
…
実
際
、
大
腰
筋
が
最
初
に
始

　

 

動
し
て
脚
が
上
が
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
り

腰
と
体
幹
が
連
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

④ 

首
の
下
の
胸
鎖
関
節
か
ら
先
が
腕
だ
と
イ
メ
ー

ジ
し
て
歩
く
。
…
骨
格
的
に
は
胸
鎖
関
節
か
ら

先
の
腕
ま
で
は
固
定
さ
れ
て
い
な
い
為
、
腕
の

動
き
の
始
点
と
な
り
、
肩
甲
骨
と
胸
部
が
歩
き

に
連
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑤ 

足
裏
感
覚
を
意
識
し
、
親
指
で
蹴
り
、
踵
で
歩

く
。
…
歩
き
で
は
足
裏
感
覚
に
意
識
を
向
け
る

こ
と
は
重
要
で
す
。
親
指
で
地
面
を
蹴
る
感
覚
、

踵
で
地
面
を
捉
え
る
感
覚
を
ま
め
に
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

　
実
際
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
で
①
〜
⑤
を
実
践
し
て

頂
く
と
、
次
週
来
ら
れ
た
時
に
別
人
の
様
に
姿
勢
や
印

象
が
変
わ
ら
れ
た
り
、『
す
ご
く
歩
く
の
が
楽
に
な
っ

た
』
と
の
声
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。【
百
聞
は
実
践
に

し
か
ず
】。
要
は
意
識
し
て
実
践
す
る
か
、
し
な
い
か

だ
け
の
違
い
で
あ
り
、歩
き
の
質
は
全
て
の
身
体
活
動
、

健
康
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
思
っ
て
い
る

以
上
に
重
要
な
要
素
だ
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
自
転
車
も
お
勧
め
で
、
最
近
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を

利
用
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
メ
ー
タ
ー
が
あ
り
、
速
度
、

走
行
距
離
・
時
間
な
ど
が
分
か
り
便
利
で
す
。

筑
波
大
学
体
育
専
門
学
群
卒

業
（
健
康
運
動
指
導
士
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー
）

・ 

株
式
会
社
健
康
創
研
代
表

取
締
役

・ 

日
本
健
康
運
動
研
究
所　

代
表

・ 

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ

ン
推
進
協
議
会
理
事

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

第6回

シリーズ

健
康
を
考
え
る

菅
野　
隆

有酸素運動の基本、「歩き」を極める!



①上下のゆらしで全身をゆるめる

③鳩尾から下が脚だとイメージして歩く

⑤足裏を意識し、親指で蹴り、踵で歩く

②重心を5%高め、高重心の姿勢で歩く

④首の付け根から先が腕だとイメージして歩く

●足を5cm程開き、膝をゆるめる程度に曲げ、膝の
クッションで全身を小刻みに上下に揺らします。無駄
な力を抜いて、1～ 2分間程度、楽に行いましょう。

★膝を伸ばして踵から着地し、足指で地面を
つかむような感じで、親指でしっかり蹴ると、
歩幅も広がり、美しい歩き方になります。

★両手を上に上げると重心が5%程上がります。上がった重心
をそのままに保ち手を下ろし歩きます。
●重心が上がると、姿勢が良くなり美しい歩きになることはもちろ
ん、骨盤への圧力が減り腰が回り易くなり、股関節の位置が上が
り歩幅も広がり、何より、楽に歩けるようになります。

※

重
心
が
５
％
上
が
り
ま
す

※

上
が
っ
た
重
心
の
ま
ま

　

手
を
下
ろ
し
ま
す

※

肩
腰
膝
に
か
な
り
の
負
荷

　

が
か
か
っ
て
い
ま
す

※

美
し
く
楽
に
歩
け
ま
す

★骨格的には、腕の動きの始点は、腕が体幹と
つながっている首の付け根、左右の胸鎖関節です。
●腕のイメージを変えると、腕の振りに胸部と肩甲
骨が連動し腕の振りがダイナミックになります。

●歩きの推進力
は地面からの反
発力です。上の
図の踵着地から
母指に抜ける足
圧重心線の移
動、流れを意識
して歩きましょ
う。

★体を緩めると全身
が連動し、しなやか
に歩くことが出来ま
す。

縫工筋

大腿直筋

大腰筋

★足を上げる時、実際的に
大腰筋から始動します。
●足の動きに骨盤と体幹が連動し、足の運びがダイ
ナミックになります。

胸鎖関節
※肩甲骨は肋骨に付いて
　おらず浮いています

★ウォーキング　有酸素運動の基本

①歩くことで血行促進、脂肪燃焼によるダイエット効果、高血圧・高脂質・高血糖等のメタボ予防改善効果。
②免疫が高まることでがん予防、また、心疾患、脳卒中予防効果、ひいては介護予防、健康寿命伸延効果。
③骨への刺激で骨粗鬆症予防、脳の血流増加で認知症予防、セロトニン分泌促進でうつ病等の予防効果。

【ウォーキング（有酸素運動）の効果】

◎65歳未満の方は1日8000歩～10000歩（70分～90分）、65歳以上の高齢者の方は1日6000歩～8000歩
（50分～70分）、を目標に、決して無理はせずに歩きましょう。また、息の弾む程度の速歩も組み込みましょう。

【効果的なウォーキングの歩数（時間）】

①良い姿勢、ゆるんだ体で、②無理なく歩幅を拡げ、出来る時には速歩で、③高重心で、骨盤と体幹も連動させ
全身で、④やや楽なニコニコペースで、⑤1週間の合計で目標歩数を満たすか、1日10分歩く時間を増やしましょう。

【より良いウォーキングの方法】

13 茨城の国保 543



茨城の医療と福祉の視点から 
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Ｑ
1 　
か
か
り
つ
け
医
及
び
地
域
の
薬
局
と
連
携
し

た
保
健
事
業
と
は
？

Ａ
1 　
茨
城
県
が
、保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
（
※
）

を
活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
保
健
事
業
で
す
。

　
　

 　

県
内
3
市
村
を
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
令
和

2
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
、
令
和
4
年
度
現

在
、
県
内
5
市
村
に
実
施
地
域
を
拡
大
し
て
い

ま
す
。

　
　

 　
地
域
の
薬
局
に
お
い
て
、
特
定
健
診
の
受
診

勧
奨
や
健
康
管
理
支
援
を
実
施
し
、
市
町
村
の

院
中
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
）
の
方
が
薬
局
に
来
訪
し
た
際
に
、
特

定
健
診
の
受
診
状
況
を
聞
き
取
り
、
未
受
診
の

方
に
対
し
て
特
定
健
診
の
案
内
、
受
診
勧
奨
を

行
い
ま
す
。そ
の
後
の
受
診
状
況
に
つ
い
て
は
、

次
回
、
薬
局
来
訪
時
等
に
確
認
し
ま
す
。

　
　

 　
県
内
の
市
町
村
国
保
に
加
入
し
て
い
る
特
定

健
診
受
診
対
象
者
の
う
ち
、
5
割
近
く
が
「
特

定
健
診
未
受
診
か
つ
医
療
機
関
受
診
あ
り
」
の

方
で
あ
り
、
未
受
診
の
理
由
と
し
て
「
通
院
治

療
中
の
た
め
で
あ
る
こ
と
」
が
最
も
多
い
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 　
こ
の
た
め
、
通
院
治
療
中
の
方
と
接
す
る
機

保
健
事
業
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
の
特
定
健

診
受
診
率
の
向
上
、
健
康
づ
く
り
や
医
療
費
適

正
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
※
） 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康
の
保
持

増
進
に
係
る
事
業
を
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
国
が
都
道
府
県
及
び
市

町
村
に
対
し
交
付
す
る
交
付
金
。

Ｑ
2 　

ど
の
よ
う
な
方
を
対
象
者
と
し
て
い
ま
す

か
？

Ａ
2 　

県
内
モ
デ
ル
地
域
で
あ
る
5
市
村
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
①
受
診

勧
奨
に
つ
い
て
は
、
特
定
健
診
を
受
診
し
て

い
な
い
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
、
②
健
康

管
理
支
援
に
つ
い
て
は
、
重
複
・
多
剤
服
薬

の
方
が
対
象
（
※
）
に
な
り
ま
す
。

　
　
（
※
） 

健
康
管
理
支
援
に
つ
い
て
は
、
1
市
の

み
実
施
。

 

Ｑ
3 　
事
業
の
内
容
は
？

Ａ
3 　
本
事
業
は
、
か
か
り
つ
け
医
、
薬
剤
師
、
保

険
者
（
市
町
村
）
の
関
係
機
関
が
連
携
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　

 　
特
定
健
診
の
受
診
勧
奨
は
、
医
療
機
関
に
通

茨城県保健政策課国民健康保険室

かかりつけ医及び地域の薬局と連携した保健事業について

Q A&
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会
の
あ
る
地
域
薬
局
に
お
い
て
、
未
受
診
者
へ

の
受
診
勧
奨
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

 　
重
複
・
多
剤
服
薬
者
の
方
へ
の
相
談
・
支
援

は
、
対
象
者
の
方
が
選
定
し
た
地
域
薬
局
が
、

か
か
り
つ
け
医
等
と
連
携
し
、
来
訪
し
た
対
象

者
の
方
へ
、
薬
の
管
理
や
適
正
服
薬
等
に
つ
い

て
、
重
複・多
剤
服
薬
の
解
消
に
向
け
た
相
談・

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　

 　

県
で
は
、
本
事
業
の
取
組
な
ど
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
、
県
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り
や
疾

病
予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

かかりつけ医、薬剤師と市町村の連携による
被保険者の健康づくり、重傷化予防や医療費
適正化の推進
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市町村で受診できる 5つのがん検診

市町村で受診するがん検診、実はおトクです !
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茨城県保健医療部　健康推進課

茨城県のがん情報については「がん対策～総合がん情報サイトいばらき～」へ

茨城県保健医療部健康推進課 がん・生活習慣病対策推進室

いま、日本人の 2人に 1人ががんにかかるといわれています。
そして、昭和 60年以来、茨城県の死亡原因第 1位にもなっています。
早期がんは、ほとんど自覚症状がないまま進行するため、早期発見には定期的ながん検診の受診が大切です。

大切なのは早期発見・早期治療です

定期的に受けてください 
がん検診

　市町村では、がんの死亡率の減少が科学的に証明されてい
るとして国が推奨する 5つのがん検診を実施しています。

検診項目
胃 胃内視鏡検査　又は　胃部エックス線検査
肺 胸部エックス線検査＋喀痰細胞診
大腸 便潜血検査

乳 乳房エックス線検査　又は
乳房エックス線検査＋超音波検査

子宮 子宮頸部の細胞診
「茨城県がん検診実施指針」に基づく検診内容

受けられるがん検診の種類、対
象年齢、受診間隔、検査項目、費
用などは実施主体（お住まいの
市町村など）によって異なります。

お住まいの市町村の 
がん検診担当窓口一覧
（QRコード参照）

　検診費用の一部または全額を市町村が負担しているため、個人でがん検診を受診するよりも安価に
受診することができます。

検査費用 10,000 円

例： 市町村負担
9,000 円

自己負担
1,000 円

※自己負担額は市町村によって異なりますので、詳細はお住まいの市町村へお問い合わせください。

茨城県ではがん対策に積極的に取り組んでまいります。

「がんを知り、がんと向き合う ～県民の参
さんりょう

療を目指して～」
茨城県総合がん対策推進計画─第四次計画─ スローガン

◆参療とは◆ がんに関する正しい知識を習得し、自身に提供されるがん医療を決定できることに
ついて自覚を持って、がん医療に主体的に参画すること。
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介護保険
ガイド
介護保険
ガイド

  茨城県福祉
部長
寿福
祉課
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　高齢者虐待は、虐待をしている人に自覚があるとは限りません。気づかないまま、望ましくない対応になっ
ていませんか ?
　また、身近にそのような対応をされている高齢者はいないでしょうか？

【このような行為は高齢者虐待にあたります】
・身体的虐待：たたく、つねる、外から鍵をかけて閉じ込める、無理やり食事を口に入れる等
・ 介護・世話の放棄・放任（ネグレクト）：食事を与えない、おむつを替えない、必要な医療・介護サービス
を利用させない等

・心理的虐待：悪口を言う、ののしる、無視する、子ども扱いする等
・性的虐待：わいせつな行為を強要する、排泄の失敗に対し罰として裸で放置する等
・経済的虐待：高齢者の年金や預貯金を同意なく使う、日常生活に必要な金銭を渡さない等

【茨城県における高齢者虐待の状況について】
相談・通報対応件数 （単位：件）

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 R元年度 R2年度
相談・通報件数 423 404 424 406 416 423 482 490 597 584 669

虐待判断事例 297 250 262 238 225 229 261 274 304 299 275

被虐待高齢者の状況について（複数回答あり）　　　　　　　　　　　（単位：人）
男性 女性 不明 合計

R2年度 58（20.3％） 228（79.7％） 0（0.0％） 286

虐待者（複数回答あり）　　 （単位：人）

夫 妻 息子 娘 息子の配
偶者（嫁）

娘の配偶
者（婿）

兄弟
姉妹 孫 その他 不明 合計

R2
年度

80
（26.2％）

13
（4.3％）

144
（47.2％）

42
（13.8％）

7
（2.3％）

0
（0.0％）

3
（1.0％）

8
（2.6％）

8
（2.6％）

0
（0.0％） 305

虐待の種類・類型（複数回答あり）　　 （単位：人）

身体的虐待 介護等の
放棄・放任 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 合計

R2年度 204
（71.3％）

47
（16.4％）

104
（36.4％）

0
（0.0％）

43
（15.0％） 398

※1件の事例に対し、複数の種別・類型がある場合、それぞれの該当項目に重複して計上されるため、合計件数は虐待判断事例件数と一致しない。
※構成割合は被虐待数（R2年度は286人）に対するもの。

【高齢者が安心して暮らせる地域社会へ】
・高齢者虐待は、高齢者本人や虐待者の性格・健康・経済状態など様々な要因が重なって発生します。
・認知症や寝たきりなど、介護を行う家族が心身ともに疲労し虐待の要因となることがあります。
・ 困りごとを抱えている高齢者や家族がいたら、市町村または地域包括支援センターへの相談を勧めましょう。

みんなで防ごう
高齢者虐待

茨城県ホームページ「高齢者の虐待防止」
https://www.pref.ibaraki.jp/hokenfukushi/chofuku/shichoson/kaigo/anzenansin/gyakutai.html相談先
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薬務課インフォメーション
茨城県保健医療部医療局薬務課

＜後発医薬品（ジェネリック医薬品）の
使用促進にご協力ください＞

 1　ジェネリック医薬品ってどんな薬 ? 
　ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）の特許期間終了後に、先発医薬品と同じ有効成分を含み、
同等の効き目があるものとして、厚生労働大臣に認められた医薬品です。
　先発医薬品と比べて、低価格というメリットがあります。

 2　どうして国は、ジェネリック医薬品の使用をすすめているの ? 
　急激な高齢化などにより、日本の国民医療費は増え続けており、このうち薬剤費は約 2割を占めて
います。ジェネリック医薬品の使用を促進することで、限られた医療費資源を有効に活用することが
でき、このことが、国民の医療を守ることに繋がります。

 3　ジェネリック医薬品に替えたときの薬代は ? 
　日本ジェネリック製薬協会のホームページで、ジェネリック医薬品に切り替えたと
きのお薬代をかんたんに計算比較できます。
　【日本ジェネリック製薬協会「かんたん差額計算」】
　 http://system.jga.gr.jp/easycalc

 4　ジェネリック医薬品の品質、安全性確保のために行政が取り組んでいることは ? 
　現在、国と都道府県が一体となって、医薬品製造業者への無通告立入検査の強化、法令遵守体制及
び製造管理体制の周知・指導、市場流通品の品質確認検査など、医薬品の適切な品質、安全性の確保
のための取り組みを行っております。

 5　ジェネリック医薬品の使用目標は ?
　国は、2023 年度末までにジェネリ
ック医薬品の使用割合を全ての都道府
県で 80%以上とすることを目標とし
ています。この目標に向けて、全国的
にジェネリック医薬品の使用を促進し
ています。

QRコードはこちら→

皆様のご協力により、茨城県で
のジェネリック医薬品使用率は
80%を超えました。
引き続きジェネリック医薬品の使
用促進にご協力をお願いします。
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　広域連合の予算は、事務所管理費等の事務経費、人件費、特別会計への繰出金等で構成される一般会計と、
法の規定に基づく保険給付費、保健事業費、基金への積立金等で構成される後期高齢者医療特別会計に区分
されます。
　これらの主な財源は、一般会計においては、広域連合構成市町村からの共通経費負担金、後期高齢者医療
特別会計においては、国及び県支出金、支払基金交付金、広域連合構成市町村からの療養給付費負担金及び
保険料負担金になります。

（1）一般会計
　歳入歳出決算の総額は、歳入は約 9億 7,529 万 1千円、歳出は約 9億 6,546 万円です。歳入歳出差引残額
は約 983 万 1千円です。
 

 

（2）後期高齢者医療特別会計
　歳入歳出決算の総額は、歳入は約 3,592 億 6,328 万 2千円、歳出は約 3,491 億 5,764 万 3千円です。歳入歳
出差引残額は約 101億 563 万 9千円です。

 
 

　後期高齢者医療費の令和3年度（令和3年 3月診療分から令和4年2月診療分）の状況は、次表のとおりです。
令和 2年度に対して、3.21%増になっています。

〇各診療月における医療費 （単位：百万円）

診療月
年 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 年間

令和 3年 30,961 29,706 28,739 29,488 29,597 29,255 29,392 30,463 30,358 31,082 30,035 28,114 357,190
令和２年 30,204 27,577 26,619 28,802 29,693 28,172 28,782 30,754 28,757 30,319 28,951 27,453 346,083
増減率 2.51% 7.72% 7.97% 2.38% -0.32% 3.85% 2.12% -0.95% 5.57% 2.52% 3.74% 2.41% 3.21%

※保険診療対象となった医療費の総額（10 割）となります。求償等の収入は含まない額となります。増減率は端数処理前の医療費で算出しています。

令和3年度一般会計及び後期高齢者医療特別会計決算

令和3年度医療費の動向について

諸収入 1,576
0.16％

分担金及び負担金
964,116
98.85％

財産収入 1
0.00％

繰越金 9,598
0.99％

令和3年度歳入決算額　975,291（単位：千円） 令和3年度歳出決算額　965,460（単位：千円）

民生費
702,576
72.77％

総務費
261,435
27.08％

議会費 1,449
0.15％

令和3年度歳入決算額　359,263,282（単位：千円） 令和3年度歳出決算額　349,157,643（単位：千円）

国庫支出金
114,199,812
31.79％

支払基金交付金
135,590,240
37.74％

市町村負担金
63,640,827
17.71％

県支出金
28,521,585
7.94％

県支出金
28,521,585
7.94％

諸収入 488,987
0.14％

繰越金 15,979,950
4.45％

特別高額医療費
共同事業交付金
139,267
0.03％

財産収入 38
0.00％

保険給付費
331,265,341
94.88％

総務費 779,717
0.22％

諸支出金 12,773,117
3.66％

基金積立金
3,382,101
0.97％

保健事業費
717,858
0.21％

特別高額医療費
共同事業拠出金
147,789　0.04％

県財政安定化基金拠出金
91,720 
0.02％

繰入金 702,576
0.20％
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　令和 4年 6月の保険料の本算定における調定額（決定保険料額合計）は、306 億 574 万 7千円となり、賦
課時の被保険者内訳は次のとおりです。

〇保険料の比較
令和３年度 令和 4年度 比　較

均等割額 46,000 円 46,000 円 －
所得割率 8.50% 8.50% －
調定額 29,216,038,700 円 30,605,747,100 円 1,389,708,400 円増

1人当たり年間保険料額 68,578 円 69,424 円 846円増

〇均等割の軽減
軽減割合 対象者数 構成比

※ 表中の元被扶養者は、被用者保険の被扶養者だった方に対
する 5割軽減該当者数（所得が低い方に対する 7割軽減に
該当する方を除く）

軽減なし 170,088 人 38.58％
７割軽減 171,626 人 38.93％
５割軽減 46,671 人 10.59％
２割軽減 48,292 人 10.95％
※元被扶養者 4,171 人 0.95％
合　計 440,848 人 100％

　保険医（保険医療機関において、健康保険の診療に従事する医師または歯科医師）が疾病又は負傷の治療
に必要として装具の装着を認め、診断書又は証明書に基づいて被保険者が作製した場合に支払った補装具の
購入に要した費用について、申請によりその費用の限度額内で治療用装具療養費が支払われます。
1　支給基準　
（1）治療用装具の支給対象となる治療用装具の個数は、原則として1種目につき1個となります。
（2） 治療用装具には、装具ごとに耐用年数が定められています。耐用年数以内の破損及び故障の際は、保険

医の指示に基づき原則として修理又は調整を行うこととなります。
（3）保険医の指示前に作成した治療用装具は、支給対象外になります。
（4）補装具作製業者や理学療法士、柔道整復師などからの勧めや個人の判断で作製した場合は支給されません。
（5）疾病又は負傷の症状固定後の装具及び日常生活用装具は、原則として支給対象外となります。
（6） 身体障害者手帳を交付されている方は、障害者福祉における補装具に該当する場合がありますので申請受

付前に確認をお願いいたします。
2　治療用装具の療養費支給金額について
　療養費として支給する額は、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（平成 17 年
法律第 123 号）第 5条第 25項及び第 76条第 2項の規定に基づく「補装具の種目、購入等に要する費用の額
の算定等に関する基準」（平成 18年厚生労働省告示第 528 号）別表 1購入基準中に定められた装具の価格の
100 分の 106に相当する額を基準として算定した額から自己負担額を差し引いた金額となります。
3　治療用装具の申請に必要な書類
（1）療養費支給申請書
（2）保険医による診断書や作成指示書等
（3）領収証（原本）及び費用額（内訳）が記されているもの（原本）
　※ 診断書や作成指示書等の日付が、領収書の日付以前でない場合には支給対象となりません。また、商品名や購入個数

等の内訳が不明な場合は、申請者に再度取り直してもらう必
要がありますので、注意してください。

（4）実際に装着する装具の写真（靴型装具のみ）
4　時効の取扱い
（1） 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和 57 年法律第

80号）第 160 条第 1項に基づき2年で時効となります。
（2） 時効の起算日は、実際に代金を支払った日の翌日から

となります。

茨城県後期高齢者医療広域連合 
〒311-4141 水戸市赤塚1丁目1番地　ミオス1階
総務企画課：029-309-1211
事業課（保健資格班）：029-309-1213
事業課（給付第1班、第2班）：029-309-1214
会計室：029-309-1217／ FAX：029-309-1126
茨城県後期高齢者医療広域連合ホームページ
https://www.kouiki-ibaraki.jp/

令和4年度保険料の概況について

知っておきましょう !　後期高齢者医療制度の給付
～治療用装具療養費～
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【
地
域
の
健
康
課
題
を
把
握
す
る
】

一
体
的
実
施
の
目
的
は
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
を
介
護
予

防
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。
社
会
保
障
の
安
定
の
た
め
に
は
、

国
保
の
保
健
事
業
を
活
用
し
て
、
医
療
費
と
介
護
費
の
伸
び

を
抑
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
一
体
的
実
施
の
調
整
交
付
金

の
交
付
基
準
で
は
、
市
町
村
に
お
い
て
、
保
健
師
等
が
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
等
を
活
用
し
て
、
医
療
レ
セ
プ
ト
・
健
診
・
介

護
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
等
の
分
析
を
行
い
、
地
域
の
健
康
課
題

の
把
握
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム

を
使
う
こ
と
で
、
地
域
の
健
康
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

前
回
お
示
し
し
た
課
題
は
、
印
刷
で
き
ま
し
た
か
。
難
し

い
と
思
わ
れ
て
も
、
是
非
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
実
際
に
印
刷
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。「
地
域
の
全
体
像
の
把
握
」
は
、
国
保
と
後
期
、
そ
れ

ぞ
れ
印
刷
し
ま
す
。
こ
れ
を
使
い
、
地
域
の
人
口
構
成
や
被

保
険
者
構
成
、
生
活
習
慣
、
健
診
結
果
の
状
況
、
医
療
状
況
、

介
護
状
況
に
つ
い
て
、
県
・
同
規
模
・
国
の
状
況
と
比
較
す

る
こ
と
で
、
地
域
の
健
康
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。国

保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
活
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
国
保
中
央
会
か
ら
出
て
い
ま
す
。
図
1
は
活
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
か
ら
の
資
料
で
す
。
是
非
、
活
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 【同
規
模
市
町
村
で
比
較
す
る
こ
と
で
課
題
が
見
え
る
】

Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
特
徴
は
「
同
規
模
」
市
町
村
と
比
較
が
で
き
る

こ
と
で
す
。
右
上
の
比
較
先
を「
同
規
模
」に
設
定
し
ま
し
ょ

う
。「
県
」
で
比
較
す
る
と
自
分
の
市
町
村
の
人
口
規
模
に

あ
っ
た
デ
ー
タ
が
見
え
な
く
な
り
ま
す
。「
同
規
模
」
区
分

で
比
較
す
る
こ
と
で
人
口
規
模
に
あ
っ
た
比
較
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

地
域
の
値
が
、
1.2
倍
以
上
の
場
合
は
「
緑
」
で
、
2
倍
以

上
の
場
合
は
「
赤
」
で
表
示
さ
れ
ま
す
。
一
番
右
の
欄
が
介

護
保
険
で
す
。
ま
ず
、
自
分
の
地
域
の
介
護
保
険
の
状
況
を

把
握
し
ま
し
ょ
う
。
赤
や
緑
で
表
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
か
。
赤
や
緑
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
い
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
で
安
心
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

同
規
模
と
比
較
し
て
、
デ
ー
タ
が
良
い
か
、
悪
い
か
を
比
較

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
デ
ー
タ
の
悪
い
と
こ
ろ
に
〇
を
つ
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。
1
号
認
定
率
は
ど
う
で
す
か
。
給
付
費

も
比
較
で
き
ま
す
、
要
支
援
1
か
ら
要
介
護
5
ま
で
み
て
ど

う
で
す
か
。
介
護
保
険
を
受
け
て
い
る
人
の
有
病
状
況
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
糖
尿
病
、
高
血
圧
症
な
ど
、
ど
の
よ
う
な

基
礎
疾
患
が
原
因
で
介
護
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
か
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

【
健
康
寿
命
の
補
完
的
指
標
は
平
均
自
立
期
間
】

図
1
の
左
端
下
に
あ
る
の
が
、
平
均
自
立
期
間
で
す
。
国

保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、「
日

常
生
活
動
作
が
自
立
し
て
い
る
期
間
の
平
均
」
を
指
標
と
し

た
健
康
寿
命
を
算
出
し
「
平
均
自
立
期
間
」
と
称
し
て
い
ま

す
。従

来
の
健
康
寿
命
は
3
年
に
1
度
実
施
さ
れ
る
国
民
生

活
基
礎
調
査
を
基
に
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
算
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
県
単
位
の
抽
出
調
査
の
た
め
、

市
町
村
単
位
（
又
は
二
次
医
療
圏
単
位
）
の
健
康
寿
命
を
算

出
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
国
保
中
央

会
で
は
、
要
介
護
2
以
上
を
「
不
健
康
」
と
定
義
し
て
、
毎

年
度
算
出
し
、
7
月
に
国
保
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
全
国
及
び
都
道
府
県
別
の
一
覧
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
平

均
余
命
か
ら
こ
の
不
健
康
期
間
を
除
い
た
も
の
が
平
均
自
立

期
間
（
要
介
護
2
以
上
）
で
す
。
平
均
余
命
は
、
あ
る
年

齢
の
人
々
が
そ
の
後
何
年
生
き
ら
れ
る
か
と
い
う
期
待
値
を

指
し
、
平
均
自
立
期
間
の
比
較
対
象
の
値
と
し
て
こ
こ
で
は 

0
歳
時
点
の
平
均
余
命
を
示
し
て
い
ま
す
。
要
介
護
2
以
上

の
人
を
減
ら
し
続
け
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
健
康
寿
命
の
補

完
的
指
標
で
あ
る
平
均
自
立
期
間
を
延
ば
す
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

図
2
は
、
シ
ス
テ
ム
メ
ニ
ュ
ー
画
面
の
右
端
に
あ
る
「
健

診
・
医
療
・
介
護
の
突
合
」
の
欄
に
あ
る
「
要
介
護
（
支
援
）

高
齢
者
の
保
健
事
業
に
活
用
で
き
る

帳
票
と
そ
の
読
み
取
り
方
に
つ
い
て

第2回

図 1「地域の全体像の把握」（KDBシステム活用マニュアルより）
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者
有
病
状
況
」
の
帳
票
48
か
ら
デ
ー
タ
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
（
カ
ン
マ

区
切
り
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
）
形
式
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

方
法
で
す
。
こ
の
方
法
を
使
っ
て
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
表
計
算

ソ
フ
ト
で
加
工
し
、
図
3
の
よ
う
な
図
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
是
非
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

介
護
の
有
病
状
況
は
レ
セ
プ
ト
記
載
病
名
を
見
て
い
る
の

で
、
直
接
的
な
原
因
疾
患
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
多
く
は
基
礎
疾
患
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。図
3
は
沖
縄
県
の
状
況
で
す
。

要
介
護
2
以
上
の
有
病
状
況
を
見
て
み
る
と
、
認
知
症
、
脳

血
管
疾
患
、
心
疾
患
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
を
減
ら
す
こ
と
が
結
果
的
に
介
護
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
是
非
、
自
分
の
市
町
村
も
沖
縄

県
と
比
較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。   

自
分
の
市
町
村
の
介
護
を
減
ら
す
た
め
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は

何
か
、
脳
血
管
な
の
か
、
心
疾
患
な
の
か
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 

【
介
護
予
防
・
重
症
化
予
防
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
】

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
に
よ

り
、
健
診
・
医
療
・
介
護
の
領
域
を
ま
た
が
る
デ
ー
タ
連
携
・

分
析
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
地
域
の
健
康
課
題
に
つ
い
て
住

民
や
健
康
づ
く
り
に
関
わ
る
者
が
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
認
識

を
持
ち
、
共
通
し
た
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
事
な
の
で

す
。
住
民
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
、
地
域
の
健
康
水
準
を

向
上
す
る
こ
と
は
、
国
保
、
後
期
、
介
護
保
険
の
安
定
的
な

運
営
を
実
現
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
の
趣
旨
に
も
沿
う
も
の
な
の
で
す
。
国
保
の
保
険
料

は
、
医
療
分
の
他
に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
と
介
護
納
付

金
分
（
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）
を
合
算
し
て
住
民
が
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
保
の
医
療
費
の
伸
び
だ
け
で
な
く
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
伸
び
、
介
護
費
の
伸
び
が
大
き
く

影
響
し
ま
す
。

財
務
省
は
令
和
4
年
度
の
予
算
執
行
調
査
の
結
果
の
中

で
、
高
額
医
療
費
の
国
が
負
担
す
る
部
分
に
つ
い
て
廃
止
に

向
け
た
道
筋
を
工
程
化
す
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。
1
ケ
月

当
た
り
80
万
円
を
超
え
る
高
額
な
医
療
費
が
発
生
し
た
場
合

の
超
過
部
分
に
つ
い
て
、
将
来
的
に
は
国
の
負
担
を
廃
止
す

べ
き
と
し
た
上
で
、
ま
ず
は
基
準
額
の
80
万
円
の
引
き
上
げ

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
の
原
因
と
な
る
脳
出
血
な

ど
の
脳
血
管
疾
患
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
は
、
高
額
医

療
費
の
代
表
で
す
。
住
民
の
保
険
料
負
担
を
減
ら
す
た
め
に

も
、
重
症
化
予
防
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

次
回
は
、
具
体
的
に
対
象
者
を
抽
出
す
る
た
め
の
基
準
と

Ｋ
Ｄ
Ｂ
活
用
方
法
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

千
葉
大
学
客
員
教
授
（
医
療
政
策
学
）

（
元
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
）

矢
島　
鉄
也

図 2　CSVデータの活用（KDBシステム活用マニュアルより）

図 3　何が原因で介護になっているのか（沖縄県）
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第6回　高齢者の質問票（通いの場）画面からレセプトを確認してみよう。

笠
原
先
生
こ
ん
に
ち
は
。
前
回
、
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
で
通
い
の
場
の
質
問
票

を
確
認
し
た
の
で
す
が
、
同
じ
画
面

で
、
質
問
票
の
項
目
以
外
に
も
服
薬

状
況
な
ど
の
項
目
が
あ
っ
た
の
で
、
こ

ち
ら
に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
だ

さ
い
。

ひ
ば
り
さ
ん
が
見
て
い
る
の
は
、
Ｋ
Ｄ

Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
質
問
票
の
閲
覧
画
面
か

な
？

そ
う
で
す
。
以
前
に
教
え
て
頂
い
た

画
面
か
ら
質
問
票
を
閲
覧
し
て
い
る

の
で
す
が
、
右
の
方
に
移
動
す
る
と
、

服
薬
状
況
や
、
受
診
状
況
な
ど
の
項

目
が
あ
っ
た
の
で
…
こ
の
服
薬
状
況

や
受
診
状
況
は
レ
セ
プ
ト
を
反
映
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
質
問
票
の
画
面
を
右
に
ス
ク

ロ
ー
ル
す
る
と
図
2
の
と
お
り
に
な

り
、
服
薬
状
況
、
受
診
状
況
、
要
介

護
状
態
区
分
な
ど
が
閲
覧
で
き
る
よ
。

こ
こ
は
、
レ
セ
プ
ト
や
介
護
保
険
の
情

報
を
反
映
し
て
い
る
よ
。

今
見
て
い
る
方
だ
と
、
令
和
3
年
度

に
病
院
等
受
診
（
外
来
）・
歯
科
受
診

　
ひ
ば
り
さ
ん
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
で

質
問
票
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ

ス
テ
ム
へ
ロ
グ
イ
ン
↓
後
期
高
齢
者
の
健

診
・
医
療
・
介
護
状
況
↓
後
期
高
齢
者
の

質
問
票
（
被
保
険
者
明
細
）
図
1

K D B
国保データベース

システム相談室 

後期高齢者の

健診・医療・介護状況

後期高齢者の質問票（被保険者明細）

そ
れ
ぞ
れ
に
○
が
あ
る
の
で
、
医
科
・

歯
科
ど
ち
ら
も
受
診
が
あ
る
ん
だ
と

思
う
の
で
す
が
、
こ
の
受
診
状
況
を

判
断
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト
の
診
療
月

分
は
、
作
成
年
月
か
ら
2
ケ
月
引
い

た
診
療
分
と
な
り
ま
す
か
？

前
に
話
し
た「
地
域
の
全
体
像
の
把
握
」

で
は
、
例
え
ば
作
成
年
月
「
Ｒ
04
年

08
月
」
の
場
合
、
反
映
さ
れ
る
数
値
の

元
と
な
る
レ
セ
プ
ト
の
診
療
分
は
、
令

和
4
年
6
月
診
療
分
と
な
る
け
れ
ど
、

今
回
の
質
問
票
で
は
、
質
問
票
の
回
答

年
月
と
同
じ
診
療
月
分
の
レ
セ
プ
ト
や

介
護
保
険
の
情
報
を
紐
づ
け
て
反
映

し
て
い
る
ん
だ
。

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
！
て
っ
き
り
作

成
年
月
か
ら
2
ケ
月
引
い
た
月
の
診

療
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
確
認
し

て
お
い
て
良
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
か
ら
、「
被
保
険
者
番
号
」
と
「
介

護
保
険
被
保
険
者
番
号
」
に
カ
ー
ソ
ル

を
移
動
さ
せ
る
と
水
色
に
色
が
変
わ

り
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
レ
セ
プ
ト
を
閲

覧
で
き
る
画
面
に
移
動
す
る
ん
だ
。

そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
！
ち
ょ
っ
と

や
っ
て
み
ま
す
。

（
操
作
中
）

今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
ペ
ー
ジ
に

移
動
し
ま
し
た
。（
図
3
）

図 1

図 2
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表　生活習慣病等に表示される病名一覧

糖尿病 脳梗塞
高血圧症 狭心症
脂質異常症 心筋梗塞
高尿酸血症 がん
脂肪肝 筋・骨格
動脈硬化症 精神
脳出血 歯肉炎・歯周病

「
個
人
別
履
歴
」
と
い
う
帳
票
に
な
る

よ
。
こ
こ
に
は
、
当
年
度
分
を
含
め
た

過
去
5
年
分
の
医
療
情
報
や
健
診
情

報
な
ど
が
表
示
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

個
人
ご
と
に
5
年
間
の
情
報
が
あ
る
ん

で
す
ね
。
レ
セ
プ
ト
は
ど
こ
か
ら
閲
覧

で
き
ま
す
か
？

ご不明な点がございましたら、下記までEメー
ルや電話等でお問い合わせください。操作支
援をご希望の場合、本会での個別支援や訪問
支援を実施しておりますのでお気軽にご連絡
ください。
　茨城県国民健康保険団体連合会
　保健事業課　保健事業係
　TEL：０２９（３０１）１５５３
　FAX：０２９（３０１）１５７５
　Email：jigyou@ibaraki-kokuhoren.or.jp

ＫＤＢシステムについての
お問い合わせはこちらまで

一
番
左
端
に
「
受
診
状
況
（
医
療
）」

が
あ
り
、「
Ｈ
30
年
度
」
か
ら
「
Ｒ
04

年
度
」
ま
で
各
月
、
医
科
・
歯
科
・
調

剤
の
レ
セ
プ
ト
を
確
認
で
き
る
よ
。
各

月
の
四
角
の
黒
い
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
「
レ
セ
プ
ト
検
索
情
報
」
と
い
う

画
面
に
な
る
の
で
、「
レ
セ
プ
ト
表
示
」

の
青
色
の
「
表
示
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る

と
図
4
の
よ
う
な
レ
セ
プ
ト
が
表
示
さ

れ
る
よ
。

先
生
の
お
話
の
と
お
り
操
作
し
て
み

ま
し
た
。
今
、
見
て
い
る
方
だ
と
、
令

和
3
年
10
月
に
医
療
機
関
を
受
診
し

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
令
和
3
年
10

月
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
…
レ
セ
プ
ト

検
索
情
報
の
画
面
が
出
て
き
ま
し
た
。

一
番
上
が
「
医
科
」
の
レ
セ
プ
ト
で
す

か
？

そ
う
だ
ね
。
こ
の
方
の
場
合
、
医
科
外

来
、
歯
科
外
来
、
調
剤
と
1
件
ず
つ
レ

セ
プ
ト
が
あ
る
け
れ
ど
、
レ
セ
プ
ト
は

医
療
機
関
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
の
で
、

中
に
は
、
い
く
つ
か
の
医
療
機
関
を
受

診
し
て
い
て
医
科
の
レ
セ
プ
ト
が
何
件

も
こ
こ
に
表
示
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る

よ
。
ま
た
、
入
院
と
外
来
は
レ
セ
プ
ト

が
分
か
れ
て
表
示
さ
れ
る
よ
。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
方
が
ど
の
よ

う
な
病
名
で
医
療
機
関
を
受
診
し
て

い
る
か
は
分
か
り
ま
す
か
？

レ
セ
プ
ト
を
見
て
判
断
す
る
場
合
は
、

図
4
の
レ
セ
プ
ト
の
イ
メ
ー
ジ
だ
と
、

氏
名
の
下
に
「
傷
病
名
」
と
い
う
欄
が

あ
り
、こ
こ
に
病
名
が
記
載
さ
れ
る
よ
。

先
ほ
ど
の
個
人
別
履
歴
（
図
3
）
で
は
、

図 3

受
診
状
況
（
医
療
）
の
下
に
「
年
間

医
療
費
」「
生
活
習
慣
病
等
」
が
表
示

さ
れ
、「
生
活
習
慣
病
等
」
の
欄
に
は
、

年
度
内
の
レ
セ
プ
ト
か
ら
表
の
14
疾
病

に
該
当
す
る
場
合
に
、
病
名
が
表
示

さ
れ
る
よ
。

レ
セ
プ
ト
を
見
な
く
て
も
個
人
別
履

歴
の
画
面
で
生
活
習
慣
病
等
の
病
名

が
確
認
で
き
る
ん
で
す
ね
。
レ
セ
プ
ト

を
1
つ
1
つ
見
る
手
間
が
省
け
ま
す

ね
。

図
2
の
と
お
り
服
薬
状
況
の
3
疾
病

で
あ
れ
ば
質
問
票
の
画
面
か
ら
も
確

認
で
き
る
の
で
上
手
に
活
用
し
て
ね
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

図 4
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夏
の
夜

夏
が
来
る
と
思
い
出
す
の
は
、
約
20
年

前
、
厚
生
労
働
省
か
ら
総
務
省
行
政
管

理
局
に
出
向
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

こ
は
各
省
庁
か
ら
定
員
や
組
織
の
要
求
を

受
け
て
査
定
を
す
る
と
こ
ろ
で
（
と
い
う

の
は
つ
ま
り
、
翌
年
度
の
各
省
庁
の
局
や

課
の
数
、
そ
れ
ぞ
れ
に
張
り
付
く
職
員
の

数
を
決
め
る
と
い
う
こ
と
）、
こ
の
要
求

は
予
算
と
同
様
毎
年
8
月
末
ま
で
に
各

省
庁
か
ら
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
来
る
ま
で
こ
っ

ち
は
自
律
的
に
仕
事
が
で
き
（
つ
ま
り
ヒ

マ
で
）、
厚
労
省
に
い
た
と
き
の
、
予
算

や
定
員
の
要
求
に
向
け
て
省
内
の
会
議
が

あ
っ
た
り
与
党
へ
の
根
回
し
が
あ
っ
た

り
、
暑
い
さ
な
か
に
ど
う
し
て
こ
う
や
っ

て
駆
け
ず
り
回
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
と
い
う
状
態
と
は
雲
泥
の
差
が
あ
っ

た
。
何
事
も
、
さ
ば
く
方
の
都
合
に
合
わ

せ
て
日
程
が
で
き
て
い
る
の
だ
な
あ
と
改

め
て
思
っ
て
み
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

あ
の
頃
は
良
い
時
代
だ
っ
た
の
で
、
今
は

査
定
側
に
も
ヒ
マ
な
ん
て
な
い
と
い
う
こ

と
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
要
求
す
る

側
の
方
が
無
理
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
耐
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
情
は
昔
も

今
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

と
は
言
っ
て
も
8
月
に
は
旧
の
お
盆
も

あ
り
、
厚
労
省
で
も
交
代
で
夏
休
み
を
何

日
か
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
同
じ
課

の
職
員
の
間
で
日
程
を
繰
り
合
わ
せ
て
休

み
の
日
を
決
め
る
の
で
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
私
は
共

働
き
な
の
で
、
妻
の
会
社
の
夏
休
み
と
合

わ
せ
て
休
み
に
し
た
い
と
思
う
の
だ
が
、

結
果
的
に
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
ま

あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
結
果
、
平
日
の
昼
に
妻
が

出
か
け
た
あ
と
に
一
人
で
ぼ
ん
や
り
し
て

い
る
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
な
か

な
か
良
い
も
の
だ
と
思
っ
た
り
し
た
も
の

で
あ
る
。
家
族
で
そ
ろ
っ
て
行
楽
地
に
出

か
け
て
一
日
を
過
ご
す
の
も
楽
し
く
有
意

義
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
日
中
な
ん
に
も
せ

ず
に
ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
方
が
夏
休
み
を

取
る
と
い
う
こ
と
の
本
旨
に
合
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
今
で
も
時
々
思
っ
た
り

す
る
。

そ
う
し
て
昼
は
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て

も
、
夜
に
な
る
と
少
し
は
涼
し
く
な
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
い
く
ら
か
人
心
地
が
つ
く

よ
う
な
気
が
し
て
く
る
。
夏
は
夜
、
と
は

枕
草
子
だ
け
で
な
く
、
西
洋
で
も
不
思

議
と
夏
と
い
え
ば
夜
と
く
る
の
が
多
い
。

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
し
か
り
（『
真
夏
の
夜

の
夢
』）、
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
し
か
り
（
歌
曲

集
『
夏
の
夜
』）
で
、
昼
の
暑
さ
の
せ
い

で
自
然
、
行
動
が
夜
に
傾
く
と
い
う
だ
け

で
な
く
て
、
洋
の
東
西
を
通
じ
夏
の
夜
に

は
独
特
の
情
趣
が
あ
り
、
そ
れ
に
短
い
と

い
う
こ
と
も
こ
と
さ
ら
に
そ
の
情
趣
と
そ

れ
を
惜
し
む
気
持
ち
を
強
く
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
西
洋
の
こ
と
は
と

も
か
く
、
我
が
国
で
は
お
祭
り
、
夜
店
、

花
火
に
盆
踊
り
と
、
夏
の
夜
の
楽
し
み
は

ど
れ
も
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
時
の
不
思
議

な
余
韻
と
寂
し
さ
と
い
う
こ
と
で
共
通
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
の
は
私
だ
け
で
は
な

い
に
違
い
な
い
。

過
去
2
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
せ
い
で
こ
う
し
た
も
の
が
ほ
と

ん
ど
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
進
ん
で
今
年
は
、
気
を
付
け

な
が
ら
も
少
し
ず
つ
復
活
し
て
き
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
夏
の
夜
を
こ
う
し
た
地
域

の
行
事
の
中
で
過
ご
す
こ
と
で
得
ら
れ
る

楽
し
さ
や
寂
し
さ
と
い
う
も
の
は
本
当
に

貴
重
な
こ
と
な
の
だ
。
そ
れ
を
味
わ
う
の

は
そ
の
ま
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
歴
史
の

中
に
自
分
も
存
在
す
る
こ
と
を
味
わ
う
こ

と
で
あ
り
、
代
々
の
生
を
受
け
継
い
で
今

そ
こ
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
の
手
応
え
を

与
え
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
に
違

い
な
い
。　
　

と
い
う
と
こ
ろ
で
少
々
地

域
や
自
治
体
と
い
う
も
の
の
関
わ
り
も
出

て
き
た
け
れ
ど
、
今
回
は
国
保
と
関
係
な

い
こ
と
ば
か
り
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
そ
う

で
あ
る
。
夏
休
み
と
い
う
こ
と
で
お
許
し

を
い
た
だ
き
た
い
。

ぼ
う
っ
と
し
て
い
る
、
と
い
え
ば
邯
鄲

の
夢
は
あ
れ
は
い
つ
の
季
節
の
こ
と
な
の

だ
ろ
う
か
。
昼
寝
を
し
て
い
る
間
に
粥
を

炊
く
の
で
、
寒
い
季
節
で
は
な
い
と
し
て

も
、
今
の
よ
う
な
酷
暑
の
夏
で
は
な
い
よ

う
な
気
も
す
る
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
静

か
な
夏
の
夜
、
短
夜
に
夢
を
結
ん
で
盧
生

の
気
分
を
味
わ
う
の
も
、
夏
の
夜
の
過
ご

し
方
と
し
て
ま
た
良
い
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。 

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

こ
く
ほ
随
想

執者プロフィール
日本年金機構副理事長（元厚生労働省事務次官）
【主な職歴】
1983 年 4月に厚生省入省後、在米国日本国大使
館一等書記官、北海道保健福祉部高齢者保健福祉課
長、総務省行政管理局管理官、社会保険庁総務部総
務課長等を経て、2012年 9月厚生労働省大臣官房
人事課長に就任。その後、厚生労働省大臣官房年金
管理審議官、厚生労働省大臣官房長、厚生労働省保
険局長、厚生労働省医薬・生活衛生局長、内閣官房
新型コロナウイルス感染症対策推進室長、厚生労働
事務次官を歴任、2021年 10月に厚生労働省退官。
2022年 1月より日本年金機構 副理事長に就任。樽

たる み
見　英

ひでき
樹



国保連合会の業務を紹介する
コーナーです。今回は審査第1
課・審査第2課・審査第3課です。

審査第1課・審査第2課・審査第3課
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◎審査第 1課・審査第 2課・審査第 3課共通の事務点検・審査事務共助について
　「診療報酬点数表」と「明細書の記載要領」等に照らし合わせ、記載不備、固定点数誤り及び医学的判断を必要
としない算定ルールの誤りに関する事務的な点検と、審査委員会へ提出する前に事務共助として、医薬品の使用（適
応、用法、用量等）、検査及び手術等、診療内容に疑義のあるものについては、疑義を添付しています。

1）審査支援システムによる事務共助
①Sランプ
　診療報酬点数表中にある算定ルールよりレセプト
チェックを行う。（事務的判断をするもの）
②Vランプ
　医学的判断を必要とする医薬品（適応、用法、用量
等）、検査等の実施回数又は審査委員会等での決定項
目のレセプトチェックを行う。（疑義付箋添付するもの）

2）その他
①縦覧審査… 同一医療機関の当月レセプトと前月までに

決定したレセプトの突き合せチェックを行
う。

②横覧審査… 同一医療機関、同一診療月の入院レセプト
と外来レセプトの突き合せチェックを行う。

③突合審査… 同一診療月の医科レセプトと調剤レセプト
の突合チェックを行う

1 か月の処理（日程）

◎審査第 3課
　審査第 3課においてレセプト審査の他に、第 1係と第 2係が令和 3年度から行っている歯科健診業務について
ご紹介します。
茨城県後期高齢者医療広域連合歯科健康診査事業委託料審査支払業務について
　令和 3年度より茨城県後期高齢者医療広域連合が行う歯科健診の審査支払業務を開始しました。
　〇歯科健診の目的 
　 　歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態に問題がある高齢者や、口腔機能の低下の恐れがある高齢者をスクリー
ニングし、詳しい検査や治療等につなげることで、口腔機能の維持・ 向上、全身疾患の予防等を実現すること
を目的として実施する。
　〇委託業務の内容
　 　広域連合が歯科健康診査を委託した歯科医療機関からの歯科健康診査委託料の請求に
対し、広域連合に代わって審査し歯科医療機関に対し支払を行います。（年 2回）
令和 3年度の実績は下表の通りです。

医療機関数（機関） 取扱件数（件） 支払金額（円） 支払日
一回目 588 3,694 16,253,600 R4.1.24
二回目 830 4,795 21,098,000 R4.3.23
合　計 1,418 8,489 37,351,600 　　　

審査第1課
審査第2課

審査第 1課と審査第 2課は、それぞれ第 1係から第 4係までの 4つの係が
あり医科レセプトの審査を行っています。

審査第3課 審査第 3課は、第 1係から第 3係までの 3つの係があり、第 1係と第 2係
は歯科レセプトの審査を、第 3係は調剤レセプトの審査を行っています。

8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 29 30 2 6 7

受　付 審査委員会

事務共助（Ｓ・Ｖ・縦・横・突）

計数処理（請求エラー処理）
「受託分・県内分・医療福祉・委託分」

県
内
委
託
分
確
定

県
内
保
険
者
発
送

医
療
機
関
支
払
帳
票
発
送
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医 療 費 の 状 況
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①被保険者数の推移 （人）

審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
国 保 計 668,143 665,573 663,618 661,760 658,426 655,340 652,893 650,255 647,185 654,395 651,385 649,017
対前月差 -3,720 -2,570 -1,955 -1,858 -3,334 -3,086 -2,447 -2,638 -3,070 7,210 -3,010 -2,368

後期高齢者 422,884 423,966 424,955 426,149 427,435 427,883 430,214 431,543 433,320 434,644 435,851 437,274
対前月差 713 1,082 989 1,194 1,286 448 2,331 1,329 1,777 1,324 1,207 1,423

※被保険者マスターより作成。各審査月の前月末現在の人数。

②件数の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 855,050 825,611 823,007 856,681 851,246 869,026 804,510 780,643 878,309 849,646 817,464 849,183
 後期高齢者 927,623 908,286 925,058 948,779 946,967 974,156 910,785 884,768 971,253 966,457 940,966 979,899
 対前年度比（国保計） 1.02 1.03 1.01 0.98 1.04 1.02 1.03 0.97 0.99 0.99 1.01 0.99 
 対前年度比（後期） 1.01 1.03 1.02 0.99 1.06 1.03 1.05 1.02 1.02 1.03 1.05 1.05 

③費用額の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 18,935,374 18,603,271 18,519,679 19,306,921 19,095,216 19,479,807 18,272,954 17,281,018 19,733,487 18,399,635 18,245,445 19,228,868
 後期高齢者 29,440,246 29,103,315 29,238,480 30,312,351 30,201,917 30,925,597 29,886,287 27,953,260 31,221,469 30,134,807 30,059,262 31,123,930
 対前年度比（国保計） 0.99 1.06 1.02 0.98 1.06 1.02 1.02 0.99 0.99 0.97 1.01 0.99 
 対前年度比（後期） 1.00 1.04 1.02 0.99 1.06 1.03 1.04 1.02 1.01 1.02 1.05 1.06 

④ 1人当たり費用額の推移（③／①）

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 28,340 27,951 27,907 29,175 29,001 29,725 27,988 26,576 30,491 28,117 28,010 29,628
 後期高齢者 69,618 68,645 68,804 71,131 70,659 72,276 69,468 64,775 72,052 69,332 68,967 71,177
 対前年度比（国保計） 1.01 1.08 1.04 1.01 1.09 1.06 1.06 1.02 1.02 1.00 1.05 1.03 
 対前年度比（後期） 0.99 1.03 1.01 0.98 1.04 1.01 1.02 1.00 0.99 0.99 1.02 1.02 

⑤ 1件当たり費用額の推移（③／②）

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 国　保　計 22,145 22,533 22,502 22,537 22,432 22,416 22,713 22,137 22,468 21,656 22,320 22,644
 後期高齢者 31,737 32,042 31,607 31,949 31,893 31,746 32,814 31,594 32,146 31,181 31,945 31,762
 対前年度比（国保計） 0.97 1.02 1.01 1.00 1.01 1.01 0.99 1.02 1.00 0.98 1.00 1.01 
 対前年度比（後期） 0.99 1.01 1.00 1.00 1.00 0.99 0.99 1.00 0.99 0.99 1.00 1.01 
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介 護 保 険 の 状 況

（お詫び） 夏号（No542）の【障害者総合支援給付費の状況】「②費用額の推移」R4、2月の障害児及び対前年度比（障害児）、「③ 1件当たり費用額の推
移（② /①）」R4、2月の障害児及び対前年度比（障害児）において誤りがありましたので訂正するとともにお詫び申し上げます。

①認定者数の推移 （人）
審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
認定者数 143,854 143,901 144,068 144,380 144,553 144,653 144,568 144,360 144,832 144,848 145,058 145,829 
対前月差 360 47 167 312 173 100 -85 -208 472 16 210 771 

※認定者数は、審査月の前月の（サービス提供月）末時点若しくはその月途中で資格喪失した場合は直近の要支援、要介護の認定者数である。

②受給者数の推移 （人）
審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
受給者数 129,380 128,896 129,538 130,284 130,703 131,142 129,918 128,239 129,495 130,160 131,045 131,988
　対前年度比 1.02 1.02 1.02 1.02 1.02 1.02 1.02 1.02 1.01 1.02 1.02 1.03 
※受給者数は、認定者のうち、現物給付を受けた人数であり、明細書を被保険者番号で名寄せした件数。

③費用額の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 費用額 20,899,666 20,644,162 20,454,714 20,841,253 20,517,217 20,921,242 20,321,768 18,856,189 20,668,177 20,365,848 20,902,030 20,729,731
 対前年度比 1.01 1.02 1.01 1.00 1.02 1.02 1.01 1.00 1.00 1.02 1.00 1.02 

※費用額とは保険給付額、総合事業費、公費負担額、利用者負担額、特定入所者介護サービス費等費用額を合計した額（食事提供費含む）である。

④ 1人当たり費用額の推移（③／②）

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 1人当たり費用額 161,537 160,161 157,905 159,968 156,976 159,531 156,420 147,039 159,606 156,468 159,503 157,058
 対前年度比 0.99 1.00 0.99 0.98 1.01 1.00 0.99 0.99 0.98 1.00 0.98 1.00 

①件数の推移 （件）
審 査 月 8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
障 害 者 28,995 29,028 30,467 29,374 29,216 29,831 29,464 28,785 30,824 30,926 30,611 30,986
対前月差 -419 33 1,439 -1,093 -158 615 -367 -679 2,039 102 -315 375
障 害 児 13,103 12,736 13,096 13,256 13,500 14,010 13,735 12,988 14,486 14,328 14,030 14,270
対前月差 257 -367 360 160 244 510 -275 -747 1,498 -158 -298 240

②費用額の推移

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 障害者 4,550,262 4,502,304 4,478,158 4,621,470 4,551,250 4,652,497 4,507,450 4,136,248 4,763,671 4,611,400 4,779,758 4,850,609
 障害児 1,020,004 1,032,408 1,041,822 1,026,420 1,036,510 1,070,034 927,566 876,605 1,066,195 1,030,346 1,058,367 1,150,977
 対前年度比（障害者） 1.05 1.07 1.06 1.05 1.09 1.07 1.07 1.05 1.04 1.05 1.07 1.07 
 対前年度比（障害児） 1.17 1.20 1.18 1.11 1.20 1.17 1.08 1.01 1.05 1.12 1.14 1.15 

③ 1件当たり費用額の推移（②／①）

8月 9月 10月 11月 12月 R4/1 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月
 障害者 156,933 155,102 146,984 157,332 155,779 155,962 152,982 143,695 154,544 149,111 156,145 156,542
 障害児 77,845 81,062 79,553 77,431 76,778 76,376 67,533 67,493 73,602 71,911 75,436 80,657
 対前年度比（障害者） 0.99 1.01 1.01 1.00 1.03 1.02 1.00 1.00 1.00 0.99 1.03 1.01 
 対前年度比（障害児） 1.00 1.08 1.10 1.00 1.06 1.03 0.96 0.95 0.96 0.98 1.04 1.03 

障害者総合支援給付費の状況
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市町村介護保険事務担当者研修会（Web
開催） ― 6/14（火）        
　市町村の介護保険事務初任担当者向けに、オンラ
イン会議システムで上記研修会を開催し「審査支払
等業務の概要」、「受給者台帳整備の注意点」及び「給
付系共同処理の概要」について説明した。
　また、Windows8.1（OS）のサポートが、2023
年 1月 10日で終了となることに伴い、伝送通信ソ
フト使用端
末の対応に
ついて、情
報提供をし
た。

電算処理問題検討委員会 ― 8/25（木）
　保険者における事務処理の効率化に寄与する目
的で設置されている標記委員会が、8月 25日に開
催され、副委員長に河内町の石山町民課長を選出し
た後、「医療費通知書の作成回数について」、「次期
国保総合システムに向けた端末更改について」、「レ
セプト（データ）の保存期限について」及び「医療
福祉費受給者
情報及び被保
険者情報（国
保組合）の提
出方法につい
て」協議した。
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編集後記
　我が家の夏休みは某夢の国に 1泊して陸と海を満喫することが毎年の恒例行事となっていたが、コロナ
禍に入り3年連続自粛している。
　この間、ステイホームで何もすることがない我が家の息子たちは自主的にサッカーの練習をするようにな
り、息子に感化された私も子供と一緒に近くの公園でほぼ毎日、部活並みの練習をし、近所の住民から名
物家族になっていると思う（笑）。
　コロナ禍以前は隙あればゲームを手に取ろうとしていた子供たちは、今ではステイホーム中も「少しは勉
強もやれ！」と言いたくなるほどサッカーの動画を観たり、家の中で練習するほどサッカー漬けの毎日を送っ
ている。
　何か一つのことに打ち込むということは大変すばらしいことだが、ママの冷めた視線を感じながらこれか
らも親子で続けていきたいと思う。（Kコーチ）

10月28日（金）  令和4年度第1回高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に係
る研修会（KDB実践研修）

11月 1日（火）  令和4年度国民健康保険運営協議会委員研修及び市町村（国保組
合）国保主管課長研修会

11月 2日（水）  令和4年度第1回高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に係
る研修会（KDB実践研修）

11月18日（金） 国保制度改善強化全国大会（東京都）

今後
の予定
10 月～
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令和4年度特定健康診査・特定保健指導実施者研修（初任者向け）
　令和 4年 6月 17 日（金）茨城県市町村会館「講堂」において、メタボリックシンドロームに着目し
た健診・保健指導に従事する人材の育成を目的に、経
験年数 1～ 2年の新任者を対象とした研修会を茨城県
と共催で開催した。
　個々の生活習慣に関して指導できる能力の習得及び
より良い保健指導を行うのに必要な能力習得のため、
茨城キリスト教大学の石川祐一教授による「栄養指導
に関する保健指導、行動変容に関する理論と実践」等
の講義のあと、初回面接の演習・発表等を行った。

令和4年度第1回茨城県保険者協議会（Web開催）
　令和 4年 6 月 23 日（木）にオンライン会議システムで上記会
議を開催し、「令和 3年度茨城県保険者協議会事業報告の認定に
ついて」及び「令和 3年度茨城県保険者協議会歳入歳出決算の認
定について」の 2議案について説明し、原案のとおり可決承認さ
れた。
　また、報告事項として「茨城県保険者協議会設置運営規程の一
部改正について」及び「茨城県保険者協議会作業部会設置運営要綱の一部改正について」を報告する
とともに、その他として、NDBによる集計データをホームページに掲載することを説明した。
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パンフレット・ツールのご案内

株式会社 ライズファクトリー 〒102-0072  東京都千代田区飯田橋2-1-4  日東九段ビル6F
お問合せ・お見積り・見本のご希望などは、お気軽に下記へご連絡ください。

03-3288-0099TEL 03-3288-0097FAX info@risefactory.co.jpMAIL

https://www.risefactory.co.jp/
商品の詳しい情報はホームページをご覧ください。

見本の送付を承っております。下記よりお申し付けください。

特定健診の受診勧奨に

生活習慣病予防の啓発に

取得・保険証利用の促進に

特定健診受診勧奨  A4  二つ折り圧着DM 
セミオーダータイプの、フチノリ加工・二つ折り
圧着DMです。ゆったりとした
紙面のため、独自の記事を盛
り込むなど、より多くの情報を
発信できます。

（中面の例）※価格は別途お見積り

A4判・ペラ表裏
オールカラー 
定価 ：  30円（税別）

活用しましょう！
マイナンバー
カード

A4判・全4ページ
オールカラー 
定価 ：  40円（税別）

守ろう腎臓！
防ごう人工透析！
よくわかる
糖尿病性腎症

A5変型判
　（210mm×100mm）
全6ページ（三つ折）
オールカラー 
定価 ：  40円（税別）

あなたは
糖尿病の
疑いがあります！

A4判・全8ページ
オールカラー 
定価 ：  80円（税別）

血管の老化を防ごう！
動脈硬化の
予防と改善

A4判・全4ページ
オールカラー 
定価 ：  40円（税別）

知ろう！ 防ごう！
CKD
慢性腎臓病

0120-102525 ●ホームページアドレス●　http：//www.tkhs.co.jp/

お問い合わせ・ご注文は電話またはFAXで

〒113-0021　東京都文京区本駒込2丁目29番22号
電話（03）5977-0300　FAX（03）5977-0311

この他にも●健康づくり事業●高齢者対策事業●制度の趣旨普及●医療費の適正化●収納率向上、等お手伝いいたします。

東京法規出版　パンフレットのご案内です！
特定健診未受診者対策に

高齢期の健康づくりに 特定保健指導用ツールに

2023年版カレンダー

A4判　表紙共28頁　カラー
定価280円

HE166180

セルフケアの正しい知識を身につけよう
健康づくりカレンダー

A4判
表紙共16頁
カラー
定価160円

HE070930

元気シニアの10のポイント
“フレイルチェック”ではじめる健康づくり

A4判
表紙共2頁
カラー
定価30円

HE070910

健康長寿のキーワード
フレイルって、何?

A4判
表紙共8頁
カラー
定価80円

HE361360

人生100年時代のキーワード
フレイル予防で若返り

A4判
表紙共8頁
カラー
定価80円

HE320510

健診結果などで生活習慣病が気になる方へ
体重3％減らせば大丈夫!!

HE091290

A4判
表紙共4頁
カラー
定価40円

KH014230

A4判
表紙共2頁
カラー
定価25円

まだ未受診？
受けてスッキリ!! 特定健診

HE166200

A2判
ポスター
カラー
定価100円

自重を活用！　
ストレッチ＆筋トレプログラム

受診しない理由を解決!
特定健診で健康チェック!

監修／熊本大学
教授システム学
研究センター
教授・医師・医学
博士
都竹茂樹

A4判　表紙共16頁　カラー
定価200円

HE166220

介護予防＆
フレイル対策カレンダー

監修／
桜美林大学
老年学総合
研究所
所長　
鈴木隆雄

監修／
桜美林大学
老年学総合
研究所
所長　
鈴木隆雄

監修／
桜美林大学
老年学総合
研究所
所長　
鈴木隆雄

監修／
(公財）
結核予防会
総合健診推進
センター所長
宮崎　滋

監修／
(公財）
結核予防会
総合健診推進
センター所長
宮崎　滋

A4判
表紙共8頁
カラー
定価80円

HE011450

はかるとわかる
健康体重のススメ
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今夜はホットプレートで瓦そば
蕎麦を使った、いちどに4人前！作れて食べれる我が家の定番メニュー
です。
蕎麦がカリッと焼けたら、混ぜて、蕎麦つゆにつけて頂きます。
具材の野菜はなんでも好きな物でOK。
大根おろしをトッピングしたり、きゅうりの千切りを入れてもOKです。

茹でた常陸秋蕎麦  ……………………4人前
牛肉…………………………… 400g ～ 500g
卵……………………………………………適量
白ネギ（小口切り） ………………………適量
トマト………………………………………適量
カイワレ大根………………………………適量
カボススライス……………………………適量
砂糖・みりん・味噌・醤油………………適量
蕎麦つゆ……………………………………適量

 作り方 
① 牛肉を砂糖・みりん・味噌・醤油で甘辛く味付けして、
　炒める。
②卵は、ふわふわ錦糸卵に仕上げる。
③ホットプレートで、茹でた常陸秋蕎麦を焼く。
④ ③に①の牛肉、②の錦糸卵、お好みで白ネギ（小口切り）、
トマト、カイワレ大根、カボススライスをのせる。

JA 水 郷 つ
くばで販売
されている
二八配合の
常陸秋そば 
乾麺です。

常陸秋そば

阿見町編

特 産 品 の
お いし い
レ シ ピ

 材料（4人分） 

今回の
特産品




